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 １．処理手順

　※マスタ設定編で使用するマークの説明

マーク 呼称 使用の用途や使用箇所

画面や帳票名のときこのカッコで囲みます。

1 【　】 太いカッコ 例．【資金収支仕訳入力画面】

ボタン名（ＯＫや更新etc.）のときこのカッコで囲みます。

2 [　] 細いカッコ 例．[更新]ボタンを押します

メニューバーのときこのカッコで囲みます。

3 <　> 三角カッコ 例．＜マスタメンテ　⇒　業者登録＞

項目名のときこのカッコで囲みます。

4 ｢　｣ とじカッコ 例．「自動採番G」

メッセージのときこのカッコで囲みます。

5 『　』 中抜きカッコ 例．『無効な値が入力されました』

画面項目の補足説明箇所で使用します。

6 丸ナンバー

ＸＸページ参照のときに使用します。

7 ＰXX ページ参照 ※下記の開きマニュアル･マークを前に付与しています。

メニューから説明箇所の画面への遷移方法を示しています。

8 § [ ⇒ ] メニュー遷移 例．§ [ １．会計共通　⇒ １．月次更新  ]

会計業務やTOMASシステムのポイントとなる箇所に

9 ポイント・マーク 使用します。

お客様へのアドバイスや使い方のご提案箇所です。

10 ヒント・マーク

会計業務やTOMASシステム上でやってはいけないこと、

11 禁止マーク 禁止事項のときに使用します。

注意点です。

12 注意マーク

マニュアルの別ページを参照いただく時に使用します。

13 開きマニュアル 例． Ｐ２－１

検索ボタンを意味します。

14 双眼鏡マーク

操作手順や画面を参考に載せています。

15 参考マーク

通常、変更しない項目には網掛けをしています。ご注意ください。

１

参考
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 １．処理手順

　１．部門設定関連

会計および固定資産システムで使用する部門設定のポイントです。
部門マスタを変更する際に使用する４つの画面には、それぞれ役割があります。

① パターン名称 初期設定があります。必要に応じて追加できます。

② 基本 仕訳・予算・固定資産台帳・基本金登録の画面で入力する部門を登録します。

（ただし、集計となる部門は入力しない場合でも、Ｎで登録）

③ 内部コード 各集計パターン毎に（つまり①単位）、

帳票に出力する部門（学校単位や学部単位）を設定します。

④ 集計パターン 各集計パターン毎に（つまり①単位）、

②の部門コードで入力したものを　どの部門③として帳票に出力するか設定します。

(②と③を結びつける画面）※入力コードとは、帳票出力コードのイメージです。

※ 設定順に並べて記載しています。　①②については、どちらが先でもよいです。

部門集計パターンとは

帳票出力時の条件セットで必ず聞いてくる部門集計単位です。仕訳入力は最小レベルで入力します。

集計パターンを選ぶことにより、諸々の部門で集計できます。

１階層 １ 学校単位 ・・・・・・・・・・・・・・

２階層 ・・・・・・

３階層 ３ 仕訳入力 212:文学部 222:法学部

レベル 研究科 研究科

211：文学専攻 200：大学 210：文学部 211：文学専攻 -

212：文学部研究科 200：大学 210：文学部 212：文学研究 212：文学研究

221：法学専攻 200：大学 220：法学部 221：法学専攻 -

222：法学部研究科 200：大学 220：法学部 222：法学研究 222：文学研究

・ ・ ・ ・ ・

例）212：文学部研究科、222：法学部研究科のみ集計したい。

◆集計パターンを設けていない場合・・・

（帳票出力にて）

部門限定　212：文学部研究科　～　222：法学部研究科

↓

221：法学専攻　が一緒に計算されます。

◆集計パターンを設けている場合・・・

（帳票出力にて）

部門集計パターン　４.大学院のみ　

↓

212：文学部研究科、222：法学部研究科のみ集計されます。

説明

２ 学部学科単位

タブ名称

・

・

・

・

・

・

４　大学院のみ

290:学部共通

３　仕訳入力ﾚﾍﾞﾙ2　学部学科単位1　学校単位

200：大学

210：文学部 220:法学部

221:法学専攻211:文学専攻

② ④ ③ ①
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 １．処理手順

　１．部門設定関連

◆ 部門登録の流れ◆

部門を追加する場合の手順がこちらです。削除の流れは次ページ参照をご覧ください。

① 部門登録（基本）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ １．システム情報　⇒　３．部門登録 ] Ｐ２－２

② 部門登録（内部コード）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ １．システム情報　⇒　３．部門登録 ] Ｐ２－４

③ 部門登録（集計パターン）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ １．システム情報　⇒　３．部門登録 ] Ｐ２－７

※④⑤は共通部門を登録した場合に必要

④ 部門按分基準登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　５．部門按分基準登録 ] Ｐ４－９

⑤ 按分基準入力条件登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　７．按分基準入力条件登録 ] Ｐ４－１３

⑥ マスタ整合処理
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　４．マスタ整合処理 ]

｢部門マスタ関連デフォルト設定｣にチェックをつけて実施します。

⑦ 仕訳入力・予算入力画面の部門ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ確認

※⑧～⑭は必要に応じて設定が必要です。

⑧ 年次関連情報登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計 ⇒ １．会計共通 ⇒ ８．年次関連情報登録 ] Ｐ３－３１

⑨ 目的別予算入力条件登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計 ⇒ ４．会計マスタ登録 ⇒ １２．目的別予算入力条件登録 ] Ｐ４－２１

⑩ 部門別科目別入力条件登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計 ⇒ ４．会計マスタ登録 ⇒ ８．部門別科目別入力条件登録 ] Ｐ４－１６

⑪ 部門別補助金区分登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計 ⇒ ４．会計マスタ登録 ⇒ １０．部門別補助金区分登録 ] Ｐ４－１８

⑫ 部門按分基準登録（按分先部門追加登録）・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計 ⇒ ４．会計マスタ登録 ⇒ ５．部門按分基準登録 ] Ｐ４－９

⑬ 科目按分基準登録（按分基準値登録）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計 ⇒ ４．会計マスタ登録 ⇒ ６．科目按分基準登録 ] Ｐ４－１１

⑭ オペレータ登録の部門権限・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ １．システム情報 ⇒ ４．オペレータ・権限登録⇒１．オペレータ登録 ] Ｐ２－１７
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 １．処理手順

　１．部門設定関連

◆ 部門削除の流れ◆

部門を削除する手順はこちらです。

削除年度の前年に仕訳・予算がある場合は削除できません。「予算書の前年度欄」、

「月計表の前年同月比」の欄に金額が反映しなくなるためです。

削除年では、部門（基本）に入力はＮで設定し、集計パターンには含めておく必要があります。

実行する前に必ずバックアップをお取りください。

① 前年度末試算表と当年度4月の試算表を印刷し、
期末残高と期首残高が一致していることを確認する
§ [ ２．会計　⇒　３．会計管理資料　⇒　２．月計表・累計表・試算表 ]

② 当年度の目的別予算入力条件登録からチェックをはずす・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　１２．目的別予算入力条件登録 ] Ｐ４－２１
※『残高があるので削除不可』の警告が出るのに残高が無い場合は、

　　定型仕訳を確認してください。

③ 当年度の部門別補助金区分登録よりクリア・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　１０．部門別補助金区分登録 ] Ｐ４－１８

※④⑤は共通部門の場合

④ 当年度の按分基準入力条件登録よりクリア・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　７．按分基準入力条件登録 ] Ｐ４－１３

⑤ 当年度の部門按分基準登録より削除・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　５．部門按分基準登録 ] Ｐ４－９

※⑥は共通科目を使用されている場合

⑥ 当年度の科目按分基準登録（按分基準登録）より削除・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　６．科目按分基準登録 ] Ｐ４－１１

⑦ 当年度の部門按分基準登録の按分先部門を削除・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　５．部門按分基準登録 ] Ｐ４－９

⑧ 当年度の部門登録（集計ﾊﾟﾀ-ﾝ）から部門削除・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ １．システム情報　⇒　３．部門登録 ] Ｐ２－７

⑨ 当年度の部門登録（内部コード）から部門削除・・・・・・・・・・・・・・
§ [ １．システム情報　⇒　３．部門登録 ] Ｐ２－４

⑩ 当年度の部門登録（基本）から部門削除・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ １．システム情報　⇒　３．部門登録 ] Ｐ２－２
該当部門が仕訳・予算・残高・定型仕訳に存在すると削除できません。

⑪ マスタ整合処理
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　４．マスタ整合処理 ]

｢部門マスタ関連デフォルト設定｣にチェックをつけて実施します。

⑫ 仕訳入力・予算入力画面の部門ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ確認

当年度の部門削除
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 １．処理手順

　１．部門設定関連

◆ 部門削除の流れ◆

部門を削除する手順はこちらです。

削除年度の前年に仕訳・予算がある場合は削除できません。「予算書の前年度欄」、

「月計表の前年同月比」の欄に金額が反映しなくなるためです。

削除年では、部門（基本）に入力はＮで設定し、集計パターンには含めておく必要があります。

実行する前に必ずバックアップをお取りください。

① 当年度の年次関連情報登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　８．年次関連情報登録 ] Ｐ３－３１
削除する以外の部門へ残高を繰越すための設定です。

② 当年度残高累積
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　５．残高累積 ]

いずれか１か月限定して処理します。

③ 翌年度のマスタ整合処理
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　４．マスタ整合処理 ]

｢ゼロ残高削除｣にチェックをつけて実施します。

④ 当年度末試算表と翌年度4月の試算表を印刷し、
期末残高と期首残高が一致していることを確認する
§ [ ２．会計　⇒　３．会計管理資料　⇒　２．月計表・累計表・試算表 ]

⑤ 翌年度の年次関連情報登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　８．年次関連情報登録 ] Ｐ３－３１
削除予定部門で繰越すことがないように、標準に戻す等の見直しを行います。

⑥ 翌年度の目的別予算入力条件登録からチェックをはずす・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　１２．目的別予算入力条件登録 ] Ｐ４－２１

⑦ 翌年度の部門別補助金区分登録よりクリア・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　１０．部門別補助金区分登録 ] Ｐ４－１８

※⑧⑨は共通科目を使用されている場合

⑧ 翌年度の按分基準入力条件登録よりクリア・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒ ４．会計マスタ登録 ⇒ ７．按分基準入力条件登録 ] Ｐ４－１３

⑨ 翌年度の部門按分基準登録より削除・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計 ⇒ ４．会計マスタ登録 ⇒ ５．部門按分基準登録 ] Ｐ４－９

⑩ 翌年度の科目按分基準登録（按分基準登録）より削除・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　６．科目按分基準登録 ] Ｐ４－１１

⑪ 翌年度の部門按分基準登録の按分先であれば削除・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　５．部門按分基準登録 ] Ｐ４－９

⑫ 翌年度の部門登録画面より削除（Ｐ１－４の⑧～⑩参照）
§ [ １．システム情報　⇒　３．部門登録 ]

⑬ マスタ整合処理
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　４．マスタ整合処理 ]

｢部門マスタ関連デフォルト設定｣にチェックをつけて実施します。

⑭ 翌年度の仕訳入力、予算入力で部門が表示されないことを確認

翌年度の部門削除
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 １．処理手順

　１．部門設定関連

◆ 部門名称変更◆

部門名称を変更する手順です。

① 部門登録（基本）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ １．システム情報　⇒　３．部門登録 ] Ｐ２－２

② 部門登録（内部コード）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ １．システム情報　⇒　３．部門登録 ] Ｐ２－４

③ 決算書印刷の画面や元帳印刷画面で、部門名称が正しく表示されているか確認

◆集計パターンの追加方法◆

部門を集計するパターンを新たに作成する手順です。

この集計パターンを利用して各帳票で残高を確認できます。

既存の集計パターンを変更する場合は②から処理してください。

① 部門登録（パターン名称）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ １．システム情報　⇒　３．部門登録 ] Ｐ２－３

② 部門登録（内部コード）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ １．システム情報　⇒　３．部門登録 ] Ｐ２－４

③ 部門登録（集計パターン）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ １．システム情報　⇒　３．部門登録 ] Ｐ２－７

④ 決算書印刷の画面や元帳印刷画面で、集計パターンが選択できるか確認
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 １．処理手順

　２．勘定科目設定関連

◆ 勘定科目の追加手順◆

勘定科目の基本設定手順です。

登録する科目の性質（支払資金、減価償却科目、共通科目等）により手順が異なりますので、

基本設定の手順に加えて１）～４）を処理してください。

科目を追加する場合は、日常処理編の添付資料「TOMAS-PS科目一覧」を基に、

科目コードをどれにするか決めておいてください。

０）基本設定手順

① 勘定科目登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　１．勘定科目登録 ] Ｐ４－１
任意科目から名称を打ちかえ、さらに「科目使用」のチェックをつけます。

② 仕訳入力の科目ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ確認、資金収支予算入力画面で該当科目の表示を確認

③ 科目別明細別入力条件一覧表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　３．科目別明細別入力条件一覧表 ]

1)～5)の設定完了後、帳票で設定内容を確認します。 Ｐ３－１９

１）預金科目追加の場合

③ 金融資産個別登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　６．金融資産・借入金　⇒　８．金融資産個別登録 ] Ｐ５－５
①で登録した科目コードを呼び出して詳細を登録します。

２）減価償却科目（固定資産科目）追加の場合
※減価償却科目を追加の場合は、あわせて減価償却累計額科目も設定してください。

③ 勘定科目詳細登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守 ⇒ ２．勘定科目詳細登録 ]

【総勘定】タブの右端「償却資産」にチェックをつけます。

Ｐ３－１６

④ 純額順位登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　４．純額順位登録 ] Ｐ４－６
減価償却科目と累計額科目を任意コードでグルーピングします。

固定資産システムにて、減価償却パターン登録、固定資産科目設定も必要です。

３）共通科目（700番台の按分用科目）追加の場合

③ 科目按分基準登録（按分順位登録）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　６．科目按分基準登録 ]

共通科目の配分先（教育経費・管理経費）の勘定科目を設定します。

Ｐ４－１０

④ 科目按分基準登録（按分基準登録）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　６．科目按分基準登録 ] Ｐ４－１１
教管への按分基準値を設定します。

⑤ 按分基準入力条件登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　７．按分基準入力条件登録 ] Ｐ４－１４
④で設定した按分基準コードを共通科目に設定します。
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 １．処理手順

　２．勘定科目設定関連

４）補助金対象科目追加の場合

③ 勘定科目詳細登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　２．勘定科目詳細登録 ]

【資金収支】タブの右端「補助金」にチェックをつけます。

Ｐ３－１８

④ 部門別補助金区分登録　（任意）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　１０．部門別補助金区分登録 ] Ｐ４－１８
該当科目に対して部門毎の補助金区分の初期値を設定します。

５）その他必要に応じて

③ 部門別科目別入力条件登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　８．部門別科目別入力条件登録 ] Ｐ４－１６
部門によって使用できる科目を制御する場合に設定します。

該当科目にチェックをつけるとその部門では使用できなくなります。

④ 目的別予算入力条件登録（M目導入の学校様のみ）・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　１２．目的別予算入力条件登録 ] Ｐ４－２１
該当科目にチェックをつけます。

⑤ 消費税入力条件登録（消費税導入の学校様のみ）
§ [ ２．会計　⇒　１２．消費税　⇒　４．消費税入力条件登録 ]

該当科目に消費税パターンの初期値を設定します。

⑥ 勘定科目体系登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守 ⇒ １．勘定科目体系登録 ]

帳票での科目の並び順を変更できます。

Ｐ３－２
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 １．処理手順

　２．勘定科目設定関連

◆ 集計科目の追加手順◆

集計科目を手動で作成する場合の手順です。具体例は　　　P３－１４に記載がありますので、

併せてご覧ください。

① 勘定科目体系登録(総勘定)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　１．勘定科目体系登録 ]

メニューバーの〈操作⇒行挿入〉を選択し、科目名称・事業区分・内部コードを設定します。 Ｐ３－２
｢大｣～｢小｣までのコードを同一とし、｢Ⅰ｣のコードで親子関係を設定します。

　（親科目は｢Ⅰ｣＝0、子科目は｢Ⅰ｣＝１、２･･･と設定します）

大科目コードは日常処理編の添付資料｢科目一覧表」で確認できます。

② 勘定科目体系登録(資金収支)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　１．勘定科目体系登録 ]

メニューバーの〈操作⇒行挿入〉を選択し、科目名称・活動区分・内部コードを設定します。 Ｐ３－３
｢大｣～｢小｣までのコードを同一とし、｢Ⅰ｣のコードで親子関係を設定します。

　（親科目は｢Ⅰ｣＝0、子科目は｢Ⅰ｣＝１、２･･･と設定します）

大科目コードは日常処理編の添付資料｢科目一覧表」で確認できます。

③ 勘定科目体系登録(リンク)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　１．勘定科目体系登録 ]

①②の手順で設定した勘定科目に対してリンクを設定し、 Ｐ３－４
資金収支仕訳で入力した実績が総勘定へ転記されるようにします。

親科目にはリンクを設定する必要ありません。

④ 勘定科目詳細登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　２．勘定科目詳細登録 ]

総勘定・資金収支それぞれのタブで、追加した科目の設定を確認します。 Ｐ３－１６
特に、属性・年繰・業者仕訳・補助金のチェックをご確認ください。 Ｐ３－１７
項目を変更した場合に、｢デフォルト｣に自動的にチェックがつきますので、 Ｐ３－１８
チェックを外さずにそのまま更新してください。

項目に変更点が無かった場合でも、集計科目を認識させるため、①②で内部コードを設定した

全ての科目(内部コード｢Ⅰ｣＝０～設定した数値)に「デフォルト」のチェックをつけて更新してください。

⑤ 勘定科目入出力制御情報登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守 ⇒ ３．勘定科目入出力制御情報登録 ]

仕訳入力のチェックや帳票への出力設定を確認します。

Ｐ３－２０
⑥ 仕訳入力画面で科目ガイダンス確認、資金収支予算入力画面で該当科目の表示を確認

⑦ 登録した科目がＰ１－７～１－８　１）～５）に該当する場合、手順に沿って設定

⑧ 科目別明細別入力条件一覧表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　３．科目別明細別入力条件一覧表 ]

①～⑦までに設定した内容を帳票で確認します。 Ｐ３－１９
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 １．処理手順

　２．勘定科目設定関連

◆ 分割科目の追加手順◆

活動区分別資金収支計算書、事業活動収支計算書へ分割して計上される科目の追加手順です。

具体例は　　　P３－１０に記載がありますので、併せてご覧ください。

① 勘定科目体系登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　１．勘定科目体系登録 ]

メニューバーの〈操作⇒新規科目登録(複写)〉を選択し、設定します。 Ｐ３－１０

② 勘定科目体系登録(新規科目登録　親科目)・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　１．勘定科目体系登録 ]

集計科目(親科目)の設定を行います。 Ｐ３－１０

③ 勘定科目体系登録(新規科目登録　分割科目)・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　１．勘定科目体系登録 ]

分割先の科目(子科目)の設定を行います。1/2、2/2と画面が切り替わります。 Ｐ３－１１

④ 勘定科目体系登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　１．勘定科目体系登録 ]

内部コードの確認を行います。 Ｐ３－１２

⑤ 勘定科目入出力制御情報登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　３．勘定科目入出力制御情報登録 ]

仕訳入力のチェックや帳票への出力設定を確認します。

Ｐ３－２０
⑥ 仕訳入力画面で科目ガイダンス確認、資金収支予算入力画面で該当科目の表示を確認

⑦ 科目別明細別入力条件一覧表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　３．科目別明細別入力条件一覧表 ]

仕訳入力のチェックや帳票への出力設定を確認します。 Ｐ３－１９

新規科目登録(複写)を使用して科目を追加した場合、科目によっては、

Ｐ１－７の２)－④ ～ Ｐ１－８の５)－⑥の設定が必要です。

複写元の設定はコピーされませんので、ご注意ください。
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 １．処理手順

　２．勘定科目設定関連

◆ 科目明細の追加手順◆

科目明細の基本設定手順です。

登録する科目の性質（支払資金、補助活動、借入金等）により手順が異なりますので、

基本設定の手順に加えて１）～４）を処理してください。

０）基本設定手順

【勘定科目登録】または【勘定科目詳細登録】にて、該当科目の「使用」にチェックがついて

いることを確認し、「明細使用」にチェックをつけます。

１）通常科目明細追加の場合

① 勘定科目登録（科目明細）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　１．勘定科目登録 ] Ｐ４－３
任意科目を呼び出して明細を追加します。

② 仕訳入力の科目ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ確認、資金収支予算入力画面で該当科目の表示を確認

２）預金科目明細追加の場合

① 金融資産個別登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　６．金融資産・借入金　⇒　８．金融資産個別登録 ] Ｐ５－５
処理レベルを｢明細Ⅰ｣または｢明細Ⅱ｣にチェックを付けて登録します。

３）借入金明細追加の場合

① 借入金個別登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　６．金融資産・借入金　⇒　９．借入金個別登録 ] Ｐ５－６
｢長期｣または｢短期｣にチェックをつけ、処理レベルを選択して登録します。

４）補助活動明細追加の場合

① 補助活動明細登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　２．補助活動明細登録 ] Ｐ４－４
補助活動収入・支出の明細は共有しており、この画面で登録します。
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 １．処理手順

　３．按分設定関連

◆ 部門按分基準の新規追加手順◆

部門按分基準の新規設定手順はこちらです。

① 部門按分基準名称登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　５．部門按分基準登録（マスタメンテ） ]

Ｐ４－９

② 部門按分基準登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　５．部門按分基準登録 ] Ｐ４－９

③ 按分基準入力条件登録（部門）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　７．按分基準入力条件登録 ] Ｐ４－１３
共通部門毎に仕訳入力時に自動的に選択される按分基準を設定します。

◆ 部門按分基準値の変更手順◆

学生人数比が変わった等の部門按分基準の基準値の変更手順はこちらです。

① 部門按分基準登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　５．部門按分基準登録 ] Ｐ４－９

◆ 部門按分基準の変更手順◆

今まで学生人数比で按分していた科目を面積比で按分させたいなど、

基準そのものを変更する手順はこちらです。

① 按分基準入力条件登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　７．按分基準入力条件登録 ] Ｐ４－１３

② マスタ整合処理
§ [ ２．会計 ⇒ １．会計共通 ⇒ ４．マスタ整合処理 ]

「仕訳データ関連チェック｣にチェックをつけ、さらに｢按分基準デフォルト再セット｣

にもチェックをつけます。

「変更分も再セット」は仕訳入力時に変更した分も最新のマスタ内容に変わるので

通常はチェックをつけません。

按分基準を変更したい伝票月をａ月～ｂ月のように指定します。

共通部門を含む定型仕訳を登録している場合、

さらに｢定型仕訳データ関連チェック｣にもチェックをつけます。

③ 残高累積
§ [ ２．会計 ⇒ １．会計共通 ⇒ ５．残高累積 ]

②で指定したａ月～ｂ月を指定して実行します。
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 １．処理手順

　３．按分設定関連

◆ 科目按分の新規追加手順◆

科目按分の設定手順はこちらです。

① 科目按分基準名称登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　６．科目按分基準登録（マスタメンテ） ]

Ｐ４－１０

② 科目按分基準登録（按分順位登録）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　６．科目按分基準登録 ] Ｐ４－１０

③ 科目按分基準登録（按分基準登録）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　６．科目按分基準登録 ] Ｐ４－１１

④ 按分基準入力条件登録（科目）（明細）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　７．按分基準入力条件登録 ] Ｐ４－１４

◆ 科目按分基準値の変更手順◆

教職員人数比が変わった等の科目按分基準の基準値の変更手順はこちらです。

① 科目按分基準登録（按分基準登録）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　６．科目按分基準登録 ] Ｐ４－１１

◆ 科目按分基準の変更手順◆

今まで学生人数比で按分していた科目を面積比で按分したいなど、

基準そのものを変更する手順は部門按分と同様です。

Ｐ１－1２をご覧ください。
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 １．処理手順

　４．補助金区分関連

◆ 補助金区分の新規追加手順◆

補助金区分の設定手順はこちらです。

① 補助金区分登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　９．補助金区分登録 ] Ｐ４－１７

※②は補助金対象の科目を追加したい場合

② 勘定科目詳細登録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　２．勘定科目詳細登録 ]

【資金収支】タブの右端「補助金」にチェックをつけます。

Ｐ３－１８

③ 部門別補助金区分登録　（任意）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計 ⇒ ４．会計マスタ登録 ⇒ １０．部門別補助金区分登録 ] Ｐ４－１８
該当科目に対して部門毎の補助金区分の初期値を設定します。

◆ 補助金区分の変更手順◆

今まで"教育研究経常"にしていた科目を"研究旅費"にする等の

科目・明細に対する初期値そのものを変更する手順はこちらです。

① 部門別補助金区分登録　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　１０．部門別補助金区分登録 ] Ｐ４－１８
該当科目に対して部門毎の補助金区分の初期値を設定します。

② マスタ整合処理
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　４．マスタ整合処理 ]

｢仕訳データ関連チェック｣にチェックをつけ、さらに｢補助金デフォルト再セット｣

にもチェックをつけます。

｢変更分も再セット｣は仕訳入力時に変更した分も最新のマスタ内容に変わるので

通常はチェックをつけません。

補助金区分を変更したい伝票月をａ月～ｂ月のように指定します。

補助金区分を含む定型仕訳を登録している場合、

さらに｢定型仕訳データ関連チェック｣にもチェックをつけます。

１－１４ TOMAS-PS／ＥＸ２会計



 １．処理手順

　５．設定確認帳票一覧

設定内容確認資料の一例を下記にまとめました。

設定した内容の確認は、各設定画面のメニューバー<印刷>より出力できる帳票または画面コピーを

ご利用ください。

①部門マスタ設定関連
部門名称・仕訳入力有無・予算集計先等を確認します。

１．システム情報　⇒　３．部門登録 　<印刷>

資金収支内訳表・消費収支内訳表で学校名称を確認します。

２．会計　⇒　１０．決算　⇒　３．決算書印刷 (新)

部門権限がある場合、新規登録した部門に対して

権限が設定されているかどうか確認します。

１．システム情報　⇒　４．オペレータ・権限登録　⇒　１．オペレータ登録<印刷> 

新規登録した部門に目的予算K目のチェックがついているかどうか

確認します。

２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　１２．目的別予算入力条件登録

新規登録した部門について入力を禁止する科目にチェックがついて

いるかどうか確認します。

２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　８．部門別科目別入力条件登録

②勘定科目・科目明細設定関連
勘定科目・科目明細が表示されているか確認します。

資金収支・総勘定それぞれ出力できます。

２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　３．科目別明細別入力条件一覧表

金融資産科目の金融機関や支店などの詳細内容を確認します。

２．会計　⇒　６．金融資産・借入金　⇒　８．金融資産個別登録<印刷>

借入金明細の利息や返済期限を確認します。

２．会計　⇒　６．金融資産・借入金　⇒　９．借入金個別登録<印刷>

③部門按分・科目按分設定関連
按分先部門と按分基準値を確認します。

２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　５．部門按分基準登録<印刷>

按分先科目を確認します。

２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　６．科目按分基準登録<印刷>

部門毎の按分基準値を確認します。

２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　６．科目按分基準登録<印刷>

④補助金区分設定関連
補助金名称と属性を確認します。

２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　９．補助金区分登録<印刷>

部門毎・科目毎の補助金区分初期値を確認します。

２．会計  ⇒　４．会計マスタ登録　⇒　１０．部門別補助金区分登録<印刷>

部門マスタ（基本）

決算書（内訳表）

科目別明細別入力条件一覧表

金融資産個別マスタリスト

借入金個別マスタリスト

オペレータ一覧

部門按分基準マスタリスト

科目按分順位マスタリスト

科目按分基準マスタリスト

補助金区分マスタリスト

部門別補助金区分一覧表

目的別予算入力条件登録

部門別科目別入力条件一覧表
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 ２．システム情報

　１．法人情報登録

法人名称や所在地など、法人に関する情報を登録します。

１）基本
§ [ １．システム情報　⇒　２．法人情報登録  ]

① 名称 法人の正式名称、略名称、カナを入力します。

帳票の法人名称はパラメータ「帳票出力法人名称」で正式名称か略名称を選択できます。

§ [ １．システム情報　⇒　６．環境設定　⇒　１．ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定  ]

② 所在地 法人の所在地を入力します。決算書の表紙に反映します。

③ 法人番号 マイナンバー法人番号を入力します。（半角数字13桁）

消費税システムの帳票に表示されます。

④ 伝票自動採番 伝票の採番Gを部門毎に設定するか、オペレータ毎に設定するか選択します。

⑤ 目的別予算 目的別予算の階層型、ﾏﾄﾘｸｽ型の名称を登録します。

⑥ 入力可能月数 仕訳入力・訂正ができる範囲を設定できます。

同年度過去入力・・・当月を含め過去何ヶ月仕訳入力・訂正できるかを設定できます。

翌年度先行入力・・・年次更新前で当月が3月の時に翌年度の何ヶ月仕訳入力・訂正

　できるかを設定できます。（決算期）

※当月とは月次更新の現在処理月です。

項目名 説明

①

②

③

④

⑤ ⑥
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 ２．システム情報

　２．部門登録

会計および固定資産システムで使用する部門に関する情報を全て登録します。

１）基本
§ [ １．システム情報　⇒　３．部門登録  ]

【基本】では、仕訳入力・予算入力・固定資産台帳入力・基本金登録画面で入力する部門を登録します。

※　Ｐ２－２【パターン名称】を先に設定してもかまいません。

① 部門コード 部門コードを入力します。(半角数字４桁以内)

② 略名称 仕訳入力画面や部門ｶﾞｲﾀﾞﾝｽに表示される部門名称を登録します。(全角５文字)

③ カナ名称 部門検索時のカナ名称を登録します。

④ チェック （Ｇ：総勘定、Ｆ：資金収支）　（実：実績、予：予算）

Ｇ実/Ｆ実 各仕訳入力画面で使用する部門にはチェックをつけます。

Ｇ予/Ｆ予 予算入力する部門にはチェックをつけます。

固定 固定資産台帳を登録する部門にはチェックをつけます。

基本 基本金管理(未組入や２号～４号基本金の登録)する部門にはチェックをつけます。

⑤ 予算集計先 資金収支予算(Ｆ予)を事業活動収支予算(Ｇ予)へ連動するときに、

消費収支 どの部門に集計するか設定します。

資金収支予算入力部門(Ｆ予)にチェックがあり、事業活動収支予算入力部門(Ｇ予)に

チェックがない場合は、事業活動収支予算への集計先部門を登録します。

⑥ 学校種類 プルダウンから選択します。共通部門は必ず｢90：共通部門｣を選択します。

ログオン年度で実績の発生、予算の入力がある部門では④のチェックボックスは｢固定資産｣｢基本金｣以外

操作することができません。（画面ｺﾋﾟｰ参照）

項目名 説明

① ③ ④

⑤ ⑥

②

④にチェックをつけた場合は"Y"、ない場合は"N"で表示されます。
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 ２．システム情報

　２．部門登録

２）パターン名称
§ [ １．システム情報　⇒　３．部門登録  ]

【パターン名称】のタブでは、集計するパターンの名称を登録します。

※　Ｐ２－２【基本】を先に設定してもかまいません。

① 集計パターン パターンコードを入力します。（半角数字４桁以内）

② 名称 名称を入力します。

③ 略名称 帳票印刷画面で部門集計パターンに表示される名称です。

④ 優先フラグ 帳票印刷画面の部門集計パターンに優先的に表示されます。

※上表の場合、「1：学校単位」に「１:総勘定」の優先フラグがついているため、

　事業活動収支計算書・貸借対照表など総勘定ﾍﾞｰｽの帳票印刷時に、このパターンが

　初期表示されます。

優先フラグには左表のような選択肢があります。

１～４は必ずいずれかのパターンに設定してください。

各優先フラグの説明はP２－１１を参照してください。

⑤ 複写元集計パターン 他のパターンを複写する事が可能です。

項目名 説明

① ② ③ ④

⑤
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 ２．システム情報

　２．部門登録

３）内部コード
§ [ １．システム情報　⇒　３．部門登録  ]

【内部コード】のタブでは、Ｐ２－３で設定した集計パターン毎に帳票出力する部門を設定します。

集計パターン Ｐ２－３【パターン名称】で設定した集計パターンを選択します。

① 入力コード コードを入力します。(半角数字４桁以内)

基本的に部門コードと同じものを設定します。

② 略名称 帳票印刷画面のｶﾞｲﾀﾞﾝｽに表示される部門名称を登録します。(全角５文字)

③ 学校略名称 学校の名称を入力します。基本金明細表の部門表示名称になります。(全角９文字)

④ 内部コード 印刷のレイアウトを決める部分になります。

内部Ⅰ～Ⅳ 学部学科名がある場合は内部Ⅱを使用して、レイアウトに階層をつけます。

（次ﾍﾟｰｼﾞ以降参照）

⑤ 学校名上段/下段 決算書上の名称になります。

学部学科名 事業活動収支内訳表のように学校毎に計上する場合は「内部Ⅰ」だけを、

資金収支内訳表のように学部毎に計上する場合は「内部Ⅱ」まで入力します。

（学校名は全角18文字、学部学科名は全角9文字）

⑥ 内訳表出力 決算書の内訳表に表示させる部門にはチェックをつけます。

共通部門は内訳表には印字しませんので、⑥のチェックをつけないでください。

項目名 説明

①

⑤

⑥

② ③ ④

選択
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 ２．システム情報

　２．部門登録

３）内部コード　続き１

例１）内部コードⅠだけを使用

「学校名下段」に名称の登録がある場合

このように表示されます。

内部Ⅰ １０ 内部Ⅰ ２０ 内部Ⅰ ３０ 内部Ⅰ ４０ 内部Ⅰ ５０

選択
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　２．部門登録

３）内部コード　続き２

例２）内部コードⅡまで使用

内部Ⅰ10

内部Ⅱ 10 内部Ⅱ 20

内部Ⅰ20 内部Ⅰ30

内部Ⅱ 20内部Ⅱ 10

2 学部学科単位で出力される
資金収支内訳表

選択
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 ２．システム情報

　２．部門登録

４）集計パターン
§ [ １．システム情報　⇒　３．部門登録  ]

【基本】タブで登録した部門の仕訳や予算などを、【内部コード】タブで登録した部門

と結び付けて、帳票に出力させるパターンを設定します。

　※事前にＰ２－４【内部コード】の設定を行ってください。

集計パターン Ｐ２－３【パターン名称】で設定した集計パターンを選択します。

① 部門 Ｐ２－２【基本】で設定した部門が全て表示されます。

② 入力コード 仕訳が発生する部門に対して、帳票上どの部門に集計させるか設定します。

ガイダンスを開くとＰ２－４で設定した入力コードが表示されているので、

該当する入力コードを選択します。

入力コードが設定されていない部門は、帳票に反映されません。

ポイント
仕訳入力用の部門コード（上表①）と、集計先の部門コード（上表②）を組み合わせることによって、

決算書や各種帳票をさまざまなパターンで出力できます。

日常は学科・専攻単位で仕訳を入力して、決算書や元帳上では学部単位に集計させて出力させる
ということが【集計パターン】の設定によって可能です。また、その【集計パターン】に「学科専攻単位」

を作成しておくと、日々の入力レベルでの帳票出力ができます。

また、ＰＴＡ等の管理をＴＯＭＡＳで行う場合は、通常使用する集計パターン(「学校単位」「学部学科単位」等)

に該当部門の入力コードを設定しないでください。簿外会計用の集計パターンを設定します。(Ｐ２－８参照)

項目名 説明

① ②

選択
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 ２．システム情報

　２．部門登録

ＰＴＡなどの簿外会計の設定例

① 集計パターンの追加

② 基本情報の追加

集計パターンコード・名称・略名

称を入力後、[追加]を押下

空欄を選択後、部門コード・略名称・カナ名称・
必要な項目にチェックをつけ、学校種類を選択後[追加]を押下
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　２．部門登録

ＰＴＡなどの簿外会計の設定例　続き１

③ 内部コードの追加

④ 集計パターンの設定

学校会計に含める部門には
入力コードを設定しません。

選択

選択
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 ２．システム情報

　２．部門登録

ＰＴＡなどの簿外会計の設定例　続き２

⑤ 資金収支仕訳入力画面

⑥ 帳票印刷画面（例：『資金収支計算書』）

①で登録したＰＴＡ用の

パターンを選択します。

貸借の部門に②で登録した｢1000:ＰＴＡ｣を入力します。

④の集計パターンで指定した｢ＰＴＡ｣のみ出力されます。
他の部門の残高は出力されません。
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 ２．システム情報

　２．部門登録

部門登録の優先フラグについて

部門登録の中のパターン名称で設定する項目に優先フラグがあります。

優先フラグの使用用途を下記の表にまとめました。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

優先フラグの設定方法で注意点は２点です。
・優先フラグは番号ごとに、ひとつの部門集計パターンにのみ設定できます。
　例えば、「１：総勘定」の優先フラグを、部門集計パターン「学校単位」と「学部学科単位」の
　それぞれに登録することはできません。
・１つの部門集計パターンに対して、｢1：総勘定｣｢ 2：資金収支｣を同時に設定することもできません。

次ﾍﾟｰｼﾞから優先フラグ５・６・７・８・９について詳細を説明します。

基本金導入時
必須

固定資産導入
かつ

合算時必須

按分仕訳分割処理（物理按分）で使われます。
部門按分のとき、按分先の部門を変換する場合に設定します。

「固定資産台帳仕訳取込」機能で参照されます。
固定資産と仕訳入力で使用する部門体系が異なるときに、
この部門集計ﾊﾟﾀｰﾝを使い部門の変換が可能です。

予算を物理按分をするときに、按分部門と予算集計先が異なる場合に
部門の変換が可能です。

合算を使用する法人で、各拠点毎に所属する部門を部門集計ﾊﾟﾀｰﾝで区別します。
本部と各拠点間のデータの受け渡しを行う際に参照します。

固定資産自動仕訳で参照されます。
固定資産と会計で部門体系が異なるときに、この部門集計ﾊﾟﾀｰﾝを使い
部門の変換が可能です。

物理予算
按分用

優先フラグ 用途

総勘定ベース・消費収支ベースの帳票で初期値として使われます。

資金収支ベースの帳票で初期値として使われます。

固定資産増減総括表などの法定部門として使われます。

必須

固定資産

基本金 基本金の処理で使われる部門、固定資産では基本金部門として使われます。

固定資産台
帳仕訳取込

固定資産
　自動仕訳

物理按分
集約用

固定資産導入時
必須

合算拠点
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

総勘定
会計導入時
必須

資金収支
会計導入時
必須
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　２．部門登録

部門登録の優先フラグについて　続き１

■優先フラグ５　固定資産自動仕訳　
■優先フラグ７　固定資産台帳仕訳取込について

会計と固定資産で管理する部門が異なる場合に、部門コードを変換します。

<有効なケース>

部門登録が次のような設定の場合に有効

この場合、固定資産からの自動仕訳は、200大学　か　300短大　で作成されますが、

仕訳入力では、200,300が使えない為、210や310などの仕訳入力で入力可能な部門に

変換する必要があります。

<設定方法>

ここでは 「200大学」→「210英語情報」、「300短大」→「310保育科」として仕訳入力する場合を

想定して説明します。

① 部門集計パターンを優先フラグ 「5:固定資産自動仕訳」「７:固定資産台帳仕訳取込」で登録。

② 内部コードを登録。

③ 集計パターンを登録

※ 固定資産や基本金で使用する部門についてのみ入力コードを設定してください。

入力コードが設定されていない場合は、そのままの部門コードで出力されます。

<関係する処理>

この設定が参照する処理は次のとおり

① 固定資産自動仕訳 

　　§ [ ３.固定資産・基本金 ⇒ １.共通 ⇒ ２.固定資産自動仕訳  ]

変換された部門でCSVが作成されます。

② 固定資産台帳仕訳取込

　　§ [ ２.会計 ⇒ ５.会計取込・抽出 ⇒ ３.仕訳データ取込・抽出 ⇒ ３.固定資産台帳仕訳取込  ]

変換された部門で仕訳データ（仮伝票）が作成されます。

390 短大共通

320 専攻科

0 0

310 保育科

300 短大 310 保育科 30 0

290 大学共通

220 人間心理

0 0

210 英語情報

200 大学 210 英語情報 20 0

部門 入力コード 内部Ⅰ 内部Ⅱ 内部Ⅲ 内部Ⅳ

310 保育科 30 0 0 0

210 英語情報 20 0 0 0

N

320 専攻科

入力コード 略名称 内部Ⅰ 内部Ⅱ 内部Ⅲ 内部Ⅳ

N

300 短大

N N

390 短大共通 Y Y N

N

220 人間心理

Y Y

310 保育科 Y Y N

200 大学 N

N N

290 大学共通 Y Y N

210 英語情報 Y Y N N

N N

Y Y

Y Y

N Y

部門コード 部門名 G実 F実 固定 基本

Y
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部門登録の優先フラグについて　続き２

■優先フラグ６　物理按分集約用について

物理按分を使う法人で、資金収支と総勘定で使用できる部門コ－ドが異なる場合に、コードの変換を行います。

<有効なケース>

部門登録が次のような設定の場合に有効

この場合、按分基準の登録は次のように設定されます。

按分基準：生徒数按分

共通部門 290大学共通 共通部門 390短大共通 共通部門 900大短共通

「按分基準：生徒数按分」は、資金収支仕訳でも総勘定仕訳でも使用される為、

総勘定で900大短共通の仕訳を入力すると、物理按分後の仕訳は、

総勘定で使用しない210,220,310,320といった部門コードで作成されます。

この場合に、物理按分後の部門を総勘定仕訳で使用できる部門に変換する必要があります。

※論理按分の場合は、按分された部門が再度部門集計パターンにしたがって集計される為、

　問題にはなりません。

<設定方法>

ここでは 「210英語情報」と「220人間心理」→「200大学」、

「310保育課」と「320専攻科」→「300短大」として按分する場合を想定して説明します。

① 部門集計パターンを優先フラグ 「6:物理按分集約用」で登録。

② 内部コードを登録。

③ 集計パターンを登録

※ 変換する箇所のみの登録でOK。

入力コードが設定されていない場合は、そのままの部門コードで登録されます。

（次ﾍﾟｰｼﾞ　続く）

0 0

390 短大共通

320 専攻科 300 短大 30 0

310 保育科 300 短大 30 0 0 0

300 短大

0 0

290 大学共通

220 人間心理 200 大学 20 0

210 英語情報 200 大学 20 0 0 0

200 大学

部門 入力コード 内部Ⅰ 内部Ⅱ 内部Ⅲ 内部Ⅳ

300 短大 30 0 0 0

200 大学 20 0 0 0

320 専攻科 650

入力コード 略名称 内部Ⅰ 内部Ⅱ 内部Ⅲ 内部Ⅳ

220 人間心理 900

310 保育科 600

210 英語情報 1000

220 人間心理 900 320 専攻科 650

基準値 按分部門 基準値

210 英語情報 1000 310 保育科 600

Y

按分部門 基準値 按分部門

390 短大共通 N

900 大短共通 Y

310 保育科 N

320 専攻科 N

290 大学共通 N

300 短大 Y

210 英語情報 N

220 人間心理 N

部門コード 部門名 G実

200 大学 Y

Y

Y

Y

N

Y

Y

F実

Y

N
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部門登録の優先フラグについて　続き3

<関係する処理>

この設定が参照する処理は次のとおり

① 按分仕訳分割処理　§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通 　⇒　１１．按分仕訳分割処理 ]

総勘定仕訳の按分のときのみ、変換処理が行われる。

┣部門集計パターンが存在しない →　コード変換をせずそのまま作成

┗部門集計パターンが存在する

┣該当の部門コードが存在        →　入力コード(内部コード)に変換し作成

┗該当の部門コードが存在しない　→　コード変換をせずそのまま作成

■優先フラグ8　物理予算按分用について

共通部門で予算を作成し、分割先の部門が予算入力部門と異なる場合に、コードの変換を行います。

<有効なケース>

部門登録が次のような設定の場合に有効

この場合、按分基準の登録は次のように設定されます。

共通部門 290大学共通 共通部門 390短大共通

部門:290,390にて予算入力を行った場合、各学科の部門:210,220,310,320へ予算が按分されますが

按分先が予算入力部門でない場合、予算入力が可能な部門へ変換を行う必要があります。

<設定方法>

ここでは「２９０大学共通」→ 「210英語情報」と「220人間心理」→「200大学」、

「３９０短大共通」→「310保育課」と「320専攻科」→「300短大」として予算が集計されます。

① 部門集計パターンを優先フラグ 「８:物理予算按分用」で登録。

② 内部コードを登録。

（次ﾍﾟｰｼﾞ　続く）

基準値按分部門

650

310 保育科

専攻科

300 短大 30 0 0 0

200 大学 20 0 0 0

入力コード 略名称 内部Ⅰ 内部Ⅱ 内部Ⅲ 内部Ⅳ

600

220 人間心理 900 320

200 大学 Y Y

210 英語情報

Y

Y

290 大学共通 Y

N N

N220 人間心理

320 専攻科 N N

部門名部門コード

210 英語情報 1000

基準値

390 Y

按分部門

300 短大 Y

310 保育科 NN

短大共通 Y

N

F予G予
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部門登録の優先フラグについて　続き４
③ 集計パターンを登録

<関係する処理>

この設定が参照する処理は次のとおり

① 按分仕訳分割処理　§ [ ２．会計　⇒　９．予算 　⇒　５．共通予算按分処理 ]

■優先フラグ９　合算拠点グループについて

合算で運用している法人で設定の必要があります。

<設定方法>

拠点が３箇所に分かれている法人を想定。

本部 高校・中学 幼稚園

① 部門集計パターンを優先フラグ 「9:合算拠点グループ」で登録。

② 内部コードを登録。拠点の数だけ登録。名称は拠点名にする。

本部

※内部Ⅰは重複しなければ何でもよい

高校・中学 ※拠点の場合は、自拠点の分だけでも良い。

幼稚園 ※拠点の場合は、自拠点の分だけでも良い。

（次ﾍﾟｰｼﾞ　続く）

020大学200人間心理220

専攻科320

短大300

短大300

0 0

0 0

310 保育科 300 短大 30 0

290 大学共通

0 0

0 0

210 英語情報 200 大学 20 0

内部Ⅲ 内部Ⅳ内部Ⅰ 内部Ⅱ部門 入力コード

390 短大共通

大学200

030

3000 幼稚園 60 0 0 0

入力コード 略名称 内部Ⅰ 内部Ⅱ 内部Ⅲ 内部Ⅳ

2000 高校・中学 40 0 0 0

入力コード 略名称 内部Ⅰ 内部Ⅱ 内部Ⅲ 内部Ⅳ

3000 幼稚園 60 0 0 0

2000 高校・中学 40 0 0 0

1000 本部 10 0 0 0

入力コード 略名称 内部Ⅰ 内部Ⅱ 内部Ⅲ 内部Ⅳ

200 大学 500 中学

300 短大

100 法人 400 高校 600 幼稚園

（合算とは複数拠点でそれぞれ個別にTOMASを動かして決算時期に本部へデータを集約させて決算する運用）

部門コード 部門名 部門コード 部門名 部門コード 部門名
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　２．部門登録

部門登録の優先フラグについて　続き５

③ 集計パターンを登録

本部

高校・中学 ※拠点の場合は、自拠点の分だけでも良い。

幼稚園 ※拠点の場合は、自拠点の分だけでも良い。

<関係する処理>

この設定が参照する処理は次のとおり

① データエクスポート(固基）

拠点から本部　または　本部から拠点に渡すデータを作成するときに使用します。

<エクスポート対象>で「合算」を選択すると、

左下に<拠点グループ>という項目が表示されるので、該当の拠点を選択します。

すると、選択された拠点の部門のみがデータ抽出されます。

※データインポート(固基）ではファイルに登場する全データが上書きされる為、拠点グループの指定しません。

MEMO

100 本部 1000 本部

0

0 0

0

300 短大

0

0

部門 入力コード 内部Ⅰ 内部Ⅱ

0

10 0 0

0 0 0

0 0

内部Ⅳ内部Ⅲ

0

0 0

1000 本部 10

0

500 中学 2000 高校・中学 40

200 大学 1000 本部 10

600 幼稚園 3000 幼稚園 60

400 高校 2000 高校・中学 40

部門 入力コード 内部Ⅰ 内部Ⅳ

0 0 0

内部Ⅱ 内部Ⅲ

100 本部 10

200 大学 10 0 0 0

300 短大 10 0 0 0

400 高校 2000 高校・中学 40 0 0 0

0

500 中学 2000 高校・中学 40 0

部門 入力コード 内部Ⅰ 内部Ⅱ 内部Ⅲ 内部Ⅳ

100 本部 10 0 0 0

200 大学 10 0 0 0

300 短大 10 0 0 0

400 高校 40 0 0 0

500 中学 40 0 0 0

600 幼稚園 3000 幼稚園 60 0 0 0

600 幼稚園

0 0

60 0 0
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 ２．システム情報

　３．オペレータ・権限登録

１）オペレータ登録
§ [ １．システム情報　⇒　４．ｵﾍﾟﾚｰﾀ・権限登録 ⇒ １．オペレータ登録  ]

ＴＯＭＡＳを使用するオペレータの登録を行います。

運用によって、オペレータにメニュー権限や画面権限（参照・印刷のみにするかどうか）を設定する場合は、

事前に権限登録（Ｐ２－１９）を行ってください。

① オペレータＩＤ オペレータＩＤを入力します。（英数１６桁以内）

② オペレータ名称 オペレータ名称を登録します。（全角１０文字）

ログオン後の画面左上の表示名称や伝票の入力担当者の名称として表示されます。

③ オペレータ種類 オペレータ種類によって一部の処理に制限がかかります。（Ｐ２－１８参照）

必ず１人は「システム管理者」として登録してください。

④ 有効期限 有効期限を設定する場合は｢無期限｣のチェックをはずして年月日を入力します。

有効期限を過ぎるとそのIDでログオンできません。(『有効期限が過ぎています』)

⑤ 自動採番ｸﾞﾙｰﾌﾟ 伝票番号が自動採番方式の場合、グループを選択してください。

⑥ 状態 オペレータを追加登録する場合は「使用」にしてください。

「未使用」にするとそのIDでログオンできません。(『ｵﾍﾟﾚｰﾀが無効です』)

⑦ 権限 使用できる部門を制限する場合は、[部門権限選択]のガイダンスより

使用する部門のみにチェックをつけてください。

（この機能は年度毎に設定を変更できます）

⑧ その他の権限 使用できるメニューの権限や画面権限を付与する場合は、該当するものだけに

チェックをつけてください。複数の権限にチェックをつけた場合

いずれかひとつでも権限登録で許可する設定としていれば、

権限登録の画面は§[ﾏｽﾀﾒﾝﾃ]⇒[権限登録]で切替可能です。

項目名

その機能は使用できます。

説明

①

部門権限

メニュー権限

②
③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

権限は初期設定済ですが、この権限
自体を運用にあわせて追加設定でき
ます。(Ｐ２－１９)
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 ２．システム情報

　３．オペレータ・権限登録

１）オペレータ登録
§ [ １．システム情報　⇒　４．ｵﾍﾟﾚｰﾀ・権限登録 ⇒ １．オペレータ登録  ]

オペレータ登録の処理は、全てのオペレータ種類で行えます。

この処理をを行えるオペレータを限定したい場合は、【権限登録】で設定できます。（Ｐ２－１９参照）

オペレータ種類による処理の違いについて

部門登録

月次更新

残高累積

年次更新（会計）

年次更新解除（会計）

年次更新（固基）

資金収支への書込み

マスタ整合処理

Ｋ目から形態予算への予算編成

月次決算チェックリスト（会計）

予算回次更新

承認機能

復元処理

基本金残高更新

システム利用状況照会

排他状況照会

○　・・・　利用可能

△　・・・　一部使用制限あり
※１：年次更新取消機能は使用不可
※２：履歴削除機能は使用不可

※３：固定資産年度＞処理中年度の場合、更新不可

※４：強制終了使用不可

※５：排他制御のクリア不可

※６：承認機能画面の参照のみ可

※７：標準設定では使用不可（プログラム起動可否テーブル登録にて変更可能）

×　・・・　起動不可（プログラム起動可否テーブル登録にて変更可能）

新規追加オペレータＩＤの過年度参照について

一部の部門権限をもつオペレータの場合、過年度での部門権限がないため仕訳検索や印刷などの操作ができません。

処理を行いたい年度で既に登録されている全部門権限者、またはシステム管理者が、

[部門権限選択]より該当部門にチェックをつけると、新規追加オペレータでも過年度参照できます。

システム管理者で新規追加した場合は、過年度データも参照できます。

メニュー権限については、年度管理していないため、当年度と同じメニューのみ過年度でも参照可能です。

ＷＥＢを使用するオペレータＩＤについて　（ＷＥＢシステム購入の学校のみ）

ＷＥＢをご使用されている学校でオペレータＩＤを追加

または、目的予算区分の追加を行った場合は、

[操作]⇒[ＷＥＢ権限作成]の処理を行ってください。

部門権限・目的別予算区分権限・業者権限を変更した場合も
ＷＥＢ権限作成を必ず行ってください。

システム管理者 承認者（全部門権限） 承認者 担当者（全部門権限） 担当者

○ ○ × ○ ×

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○ ×

×

×

×

△※7

×

○

×

×

○

○

○

○

○

○

△※１

×

×

×

×

○

○

○

△※２

△※３

△※４

×

○

○

○

○

○

○

○

△※１

△※２

△※３

△※４

△※１

○

△※５△※５△※５

○ △※６

△※２

△※３

△※４

△※６

△※２

△※３

△※４

△※１

△※５

×

×

×
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 ２．システム情報

　３．オペレータ・権限登録

２）権限登録
§ [ １．システム情報　⇒　４．ｵﾍﾟﾚｰﾀ・権限登録 ⇒ ２．権限登録  ]

画面権限と更新可否権限のパターンを登録します。

この権限名称がオペレータ登録画面に表示されますので、オペレータ毎に結び付けます。(P２－１７参照)

① コード 権限パターンコードを入力します。（半角英数8桁）

② 表示順 画面上の表示順を入力します。（任意）

③ 権限名称 権限名称を登録します。

④ 概要 ③で設定した権限についての詳細やメモを登録します。（任意）

⑤ 状態 新規登録時は「使用」を選択します。

⑥ 操作可能な ログオン後、操作できる画面にチェックをつけます。

画面選択 メニュー名称の左に＋マークがある場合は、さらに画面が展開できます。

⑦ 画面権限登録 ｢参照印刷」｢更新」どちらかを選択します。

「参照印刷」の場合、

仕訳やマスタの変更は

できません。

参照と印刷のみです。

登録後は[ＯＫ]を

押下してください。

項目名 説明

① ②
③
④

⑤

⑥

⑦
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 ２．システム情報

　３．オペレータ・権限登録

２）権限登録　続き１
§ [ １．システム情報　⇒　４．ｵﾍﾟﾚｰﾀ・権限登録 ⇒ ２．権限登録  ]

設定した権限は、帳票『権限一覧表』(§［印刷　⇒　権限一覧表])で確認できます。

帳票より、

初期設定権限「会計管理更新」と、
「会計一般更新」のメニュー権限が

異なることが分かります。
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 ３．会計共通

　１．勘定科目保守

勘定科目保守のメニューでは、勘定科目の追加や資金収支科目と総勘定科目のリンク、帳票の表示位置など

詳細設定を行うことができます。

１）勘定科目体系登録
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　１．勘定科目体系登録  ]

この画面では、勘定科目の分類と帳票の並び順、リンクの設定をします。

初期設定の科目に対する設定変更の他、科目コードが不足した場合に４桁コードで追加登録できます。

科目コードの新規追加の手順はＰ３ー７～Ｐ３－９をご覧ください。

以下の７つのタブで画面を切り替えます。選択されているタブの名称は青色に変わります。

① 【総勘定】 総勘定科目の体系を登録します。

② 【リンク】 ①【総勘定】と ③【資金収支】でそれぞれ設定した勘定科目をリンクさせます。

③ 【資金収支】 資金収支科目の体系を登録します。

④ 【事業活動】 事業活動収支計算書上の表示名称・並び順を設定します。（予算書も同様）

⑤ 【活動区分】 活動区分資金収支計算書上の表示名称・並び順を設定します。（予算書も同様）

⑥ 【(旧)総勘定】 会計基準改正以前の総勘定科目（貸借対照表・消費収支計算書ベース）の体系が

表示されます。

⑦ 【(旧)資金収支】 会計基準改正以前の資金収支科目（資金収支計算書ベース）の体系が表示されます。

【総勘定】

【資金収支】

項目名 説明

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

ＧＬコード･･･総勘定コード

ＦＬコード･･･資金収支コード
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 ３．会計共通

　１．勘定科目保守

１）勘定科目体系登録　続き１
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　１．勘定科目体系登録  ]

ａ）【総勘定】
大分類（資産、負債、基本金、消費収入等）を選択し、並び順を「大科目」にチェックをつけて

[検索]を押下すると、決算書の並び（大科目順）で勘定科目が表示されます。

① 分類 分類は全部で１４種類に分かれています。※初期設定のままにしてください。

　０1:｢資産｣　０6:｢内部資産｣　11:｢負債｣　16:｢内部負債｣　21:｢基本金｣　

　31:｢消費収支差額｣　41:｢収益｣　46:｢科目按分収入｣　56:｢内部収益｣　

　61:｢人件費｣　66:｢費用｣　71:｢科目按分支出｣　81:｢内部費用｣　91:｢その他｣

② 正式名称 勘定科目の正式名称です。（全角1７文字）　

決算書を含む各種帳票の表示名称になります。

③ 略称 勘定科目の略名称です。（全角６文字）

仕訳画面やガイダンスの表示名称になります。

④ カナ 勘定科目の検索用のカナ名称です。（半角４文字）

カナ検索で利用できます。

⑤ 事業活動 事業活動区分を選択します。

　0:｢分割前｣　1:｢教育活動｣　2:｢教育活動外｣　3:｢特別｣　9:｢対象外｣　Ｐ３－１２参照
⑥ 内部コード 科目の大科目と帳票上の表示順を設定しています。

｢大｣～｢Ⅳ｣までの階層型です。帳票にはこのコードの昇順で表示されます。

大科目のコードは日常処理編の添付資料[2.科目一覧表]をご覧ください。

　｢大｣･･･決算書上に表記される大科目のコード。

　｢中｣･･･決算書上に表記される中科目のコード。（固定資産・流動資産など）

　｢小｣･･･決算書上の同一大科目内に表示される小科目の並び順。

　｢Ⅰ｣～｢Ⅳ｣･･･複数の小科目を集計する場合に使用します。

事業活動区分の設定例
241　国庫補助金 ･･･　　0：｢分割前｣

2411　　国庫補助金(教育) ･･･　　1：｢教育活動｣

2412　　国庫補助金(施設整備) ･･･　　3：｢特別｣

項目名 説明

① ② ③ ④ ⑤

⑥(科目内部コード)
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 ３．会計共通

　１．勘定科目保守

１）勘定科目体系登録　続き２
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　１．勘定科目体系登録  ]

ｂ）【資金収支】
大分類（収入、支出、支払資金、その他）を選択し、並び順を「大科目」にチェックをつけて

[検索]を押下すると、決算書の並び（大科目順）で勘定科目が表示されます。

① 正式名称 勘定科目の正式名称です。（全角1７文字）

決算書を含む各種帳票の表示名称になります。

② 略称 勘定科目の略名称です。（全角６文字）

仕訳画面やガイダンスの表示名称になります。

③ カナ 勘定科目の検索用のカナ名称です。（半角４文字）

カナ検索で利用できます。

④ 活動区分 活動区分を選択します。

　0:｢分割前｣　1:｢教育活動｣　2:｢施設整備等｣　3:｢その他｣　9:｢対象外｣　Ｐ３－１２参照
⑤ 内部コード 科目の大科目と帳票上の表示順を設定しています。

｢大｣～｢Ⅳ｣までの階層型です。帳票にはこのコードの昇順で表示されます。

（ 押下で右側へスクロールします）

大科目のコードは日常処理編の添付資料[2.科目一覧表]をご覧ください。

　｢大｣･･･決算書上に表記される大科目のコード。

　｢中｣･･･決算書上に表記される中科目のコード。

　｢小｣･･･決算書上の同一大科目内に表示される小科目の並び順。

　｢Ⅰ｣～｢Ⅳ｣･･･複数の小科目を集計する場合に使用します。

活動区分の設定例
241　国庫補助金収入　　 ･･･　　0：｢分割前｣

2411　　国庫補助金収入(教育) ･･･　　1：｢教育活動｣

2412　　国庫補助金(収入施設整備) ･･･　　2：｢施設整備等｣

項目名 説明

スクロールするとⅠ～Ⅳを表示できます。

⑤

① ② ③ ④
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 ３．会計共通

　１．勘定科目保守

１）勘定科目体系登録　続き３
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　１．勘定科目体系登録  ]

ｃ）【リンク】
このリンク設定により、資金収支仕訳入力した内容が総勘定へ自動転記され、決算書に反映します。

検索条件を選択後、[検索]を押下すると左側に総勘定科目が表示されます。

表示された総勘定科目に対して、リンクさせる資金収支科目を借方・貸方それぞれ設定します。

① 大分類 大分類を選択します。

② ＦＬコード リンクさせる勘定科目を選択します。

会計基準改正に伴い、活動区分毎に科目が分かれています。

それぞれの科目でリンク設定が必要です。

例）　未収入金

　　総勘定（資産） 資金収支(借方) 資金収支(貸方）

親科目 861　未収入金 781　期末未収入金 361　前期末未収入金収入

　8611　未収入金(教) 　7811　期末未収金(教) 　3611　前期末未収(教)

子科目 　8612　未収入金(施) 　7812　期末未収金(施) 　3612　前期末未収(施)

　8613　未収入金(他) 　7813　期末未収金(他) 　3613　前期末未収(他)

これらのコードがリンクされているので、期末未収入金と前期末未収入金収入の

残高が相殺されて未収入金の残高へ反映します。

科目によって、リンク設定が不要なもの（減価償却累計額・親科目等）、借方のみ設定するもの（経費等）、

貸方のみ設定するもの（収入科目等）、貸借とも設定が必要なもの（借入金等）があります。

日常処理編の添付資料『ＴＯＭＡＳ－ＰＳ科目一覧表』をご確認ください。

項目名 説明

① ② ① ②
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 ３．会計共通

　１．勘定科目保守

１）勘定科目体系登録　続き４
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　１．勘定科目体系登録  ]

ｄ）【事業活動】　ｅ）【活動区分】
【事業活動収支計算書】または【活動区分資金収支計算書】上に表示される決算書用名称を登録します。

空欄の場合は、【勘定科目登録】画面（Ｐ４－２）で設定した正式名称が決算書用名称となります。

異なる事業区分へ計上される科目（分割科目）については、画面上で区別をつけるために(教育)等の

文言が設定されている場合があります。

上記のような科目に対しては、決算書名称にて、(　)の文言を取り除いた科目名を設定します。

検索条件を選択後、[検索]を押下すると該当の科目が内部コード順で表示されます。

表示された科目に対して必要に応じて決算書名称を入力します。

【事業活動】

【活動区分】

① 決算書名称 決算書に表示する名称を登録します。

② 内部コード 科目の大科目と帳票上の表示順を設定しています。

内部コードを書きかえて小科目の並び順を変更することもできますが、

【総勘定】または【資金収支】の内部コードを変更すると、それに合わせて

【事業活動】【活動区分】の内部コードは再採番されますので、ご注意ください。

項目名 説明

３－５ TOMAS-PS／ＥＸ２会計



 ３．会計共通

　１．勘定科目保守

１）勘定科目体系登録　続き５
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　１．勘定科目体系登録  ]

ｆ）【(旧)総勘定】　ｇ）【(旧)資金収支】
【決算書印刷(旧)】より出力できる決算書の並び順を設定します。

科目内部コードの説明はＰ３－２、Ｐ３－３を参照してください。

科目名称の変更を行いたい場合もＰ３－２、Ｐ３－３に記載している画面より操作します。

科目内部コード変更例はＰ３－１３に記載しています。

この画面で内部コードを変更し、決算書上の科目の並び順を変更しても、

会計基準改正後の決算書出力画面【決算書印刷(新)】には影響ありません。

【(旧)総勘定】

【(旧)資金収支】

(科目内部コード)

(科目内部コード)
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 ３．会計共通

　１．勘定科目保守

科目コードの新規追加手順（分割科目以外）１

科目コードが不足した場合に、新たに科目コードを追加する事ができます。

（例１）教経費科目の追加
①【総勘定】にて、追加する科目の大分類を選択し、並び順を「大科目」にして[検索]を押下します。

②メニューバーの＜操作⇒行挿入＞または＜操作⇒新規科目登録(複写)＞を選択します。

　[行挿入]を選択した場合は③へ、[新規科目登録(複写)]を選択した場合は⑨以降の手順で設定します。

（②で[行挿入]を選択した場合）
③カーソルをあてていた行の上に空白行が追加されます。

　｢分類｣｢GLコード｣｢正式名称｣｢略称｣｢カナ｣｢事業活動区分｣｢内部コード｣を入力し、[更新]を押下します。

④【資金収支】にて、【総勘定】と同様の処理（①～③）を行います。

⑤【リンク】にて、①と同様の検索をします。｢大分類｣｢FLコード｣を入力し、[更新]を押下します。

追加したい場所の前または後の科目をクリックします。

重複しないように注意
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 ３．会計共通

　１．勘定科目保守

科目コードの新規追加手順（分割科目以外）２

⑥【事業活動】及び【活動区分】にて、必要に応じて｢決算書名称｣を入力し、[更新]を押下します。

⑦【勘定科目詳細登録】（【総勘定】・【資金収支】）で｢使用｣にチェックがついていることを確認し、

　【総勘定】では｢貸借残｣｢チェック｣｢属性｣を、【資金収支】では｢貸借残｣｢チェック｣｢業者仕訳｣を選択後、

　｢デフォルト｣にチェックをつけ、[更新]を押下します。（Ｐ3－1６、Ｐ３－１８参照）

⑧【勘定科目入出力制御情報登録】で帳票への出力や仕訳入力、予算入力の可否を確認し、

　必要であれば変更します。（Ｐ３－２０～Ｐ３－２４参照）

（②で[新規科目登録(複写)]を選択した場合）
⑨【新規科目登録】に画面が切り替わり、①でカーソルをあてていた行の科目の内容が表示されます。

　必要事項を入力して、最後に[更新]を押下します。

⑨

⑱ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

⑩ ⑪ ⑬⑫
（総
勘
定
）

(

資
金
収
支
借
方)

(

資
金
収
支
貸
方
）

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧①

①
② ③ ④ ⑤ ⑲ ⑧

⑩ ⑪ ⑬⑳

⑭  

⑨
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 ３．会計共通

　１．勘定科目保守

科目コードの新規追加手順（分割科目以外）３
（総勘定）

① 総勘定 総勘定の科目コードを登録します。

② 正式名称 勘定科目の正式名称を登録します。（全角１７文字）

③ 略称 仕訳入力画面に表示される名称を登録します。（全角６文字）

④ カナ 勘定科目の検索用カナ名称を登録します。（半角４文字）

⑤ 大分類 勘定科目の性質（資産、負債、基本金、消費収支等）を選択します。

⑥ 分類 勘定科目の分類を表示しています。※初期設定のままにしてください。

⑦ 事業活動 事業活動収支計算書上の区分を選択します。

⑧ 使用 チェックをつけると、その科目が使用できるようになります。

⑨ 内部コード 科目の大科目と帳票上の表示順を設定します。（Ｐ３－２参照）

⑩ 貸借残 科目毎に残高基準を貸借どちらにもたせるかを設定します。

⑪ チェック 帳票を出力する際に、残高を貸借どちらをベースに計上して表示するかを

設定します。

⑫ 属性 属性を設定することで、特化した帳票の出力ができます。（Ｐ３－１７参照）

⑬ 統一大科目 システム内部の大科目です。※初期値のままにしてください。

⑭ 年繰 年次繰越する科目にはチェックをつけます。

⑮ 償却 償却資産にはチェックをつけます。

⑯ 明細 明細を設定する場合にチェックをつけます。

⑰ 訂正 勘定科目登録（Ｐ４－１）で勘定科目の正式名称を変更できる科目にチェックを

つけます。大科目以外にはチェックがついています。

⑱ 事業活動収支 事業活動収支計算書に表示する名称を登録します。

計算書用名称

（資金収支）

① 資金収支 資金収支上の科目コードを登録します。

②　～　⑭ 総勘定の②～⑭を参考に登録します。

⑲ 活動区分 活動区分資金収支計算書上の区分を選択します。

⑳ 業者仕訳 業者支払予定仕訳入力で使用する科目であれば該当する方にチェックをつけます。

（Ｐ３－16参照）

補助金 仕訳で補助金を管理したい科目にはチェックをつけます。

活動区分資金収支 活動区分資金収支計算書に表示する名称を登録します。

計算書用名称

⑩【勘定科目入出力制御情報登録】で帳票への出力や仕訳入力、予算入力の可否を確認し、

　必要であれば変更します。（Ｐ３－２０～Ｐ３－２４参照）

項目名

項目名

説明

説明
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 ３．会計共通

　１．勘定科目保守

科目コードの新規追加手順（分割科目）１

活動区分資金収支計算書や事業活動収支計算書において複数の区分で計上される科目を新規追加する場合は、

【新規科目設定(複写)】を使うと便利です。

（例２）補助金収入科目の追加

総勘定コード 内部コード 資金収支コード 内部コード

2415　国庫補助金２ 440-0-11 2415　国庫補助金収入２ 40-0-11

2416　国庫補助金２(教育) 440-0-11-1 2416　国庫補助金収入２(教育) 40-0-11-1

2417　国庫補助金２(施設整備) 440-0-11-2 2417　国庫補助金収入２(施設整備) 40-0-11-2

①【総勘定】にて、追加する科目と同じ性質の科目をクリックします。

②メニューバーの＜操作⇒新規科目登録(複写)＞を選択します。

③【新規科目登録】親科目の画面になります。親科目の設定をします。

必ず、｢事業活動｣＝0：分割前を選択してください。

親科目

子科目

内部コードも複写されるため必ず変更してください。

[次へ]を押下します。
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 ３．会計共通

　１．勘定科目保守

科目コードの新規追加手順（分割科目）２

④【新規科目登録】分割科目（1/2）の画面になります。教育活動に計上される科目を設定します。

⑤【新規科目登録】分割科目（2/2）の画面になります。特別収支/施設整備等に計上される科目を設定します。

[次へ]を押下します。

次に設定する施設整備と集計して資金収支計算書に計上するため、
内部コードⅠには「１」を設定します。

[登録]を押下します。

前に設定した教育と集計して資金収支計算書に計上するため、
内部コードⅠには「２」を設定します。
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 ３．会計共通

　１．勘定科目保守

科目コードの新規追加手順（分割科目）３

⑥【勘定科目体系登録】の各タブにて、追加された科目の内容を確認します。

【総勘定】【資金収支】【事業活動】【活動区分】で、内部コードなどを確認してください。

【(旧)総勘定】【(旧)資金収支】で、必ず内部コードを入力してください。

⑦【勘定科目入出力制御情報登録】にて、追加された科目の内容を確認します。

各タブのチェック内容は、P３－２０～も参照してください。

確認ポイント

【総勘定帳票】【資金収支帳票】の帳票No.毎に、出力方法をご確認ください。

Ｐ３－２２参照

Ｐ３－２４参照

分割科目を追加する際に子科目が事業活動区分＝「教育」と「特別」に分割される場合は

注意が必要です。

Ｐ３－１３参照

【総勘定】の事業活動区分の選択について

０：分割前 事業活動収支計算書における分割科目の親科目の場合に選択します。

１：教育活動 事業活動収支計算書においてその科目が区分される項目を選択します。

２：教育活動外 通常の小科目、分割科目の子科目など

３：特別

９：対象外 ０～３にあてはまらない科目の場合に選択します。

未使用科目も含みます。

【資金収支】の活動区分の選択について

０：分割前 活動区分資金収支計算書における分割科目の親科目の場合に選択します。

１：教育活動 活動区分資金収支計算書においてその科目が区分される項目を選択します。

２：施設整備等 通常の小科目、分割科目の子科目など

３：その他

９：対象外 ０～３にあてはまらない科目の場合に選択します。

未使用科目も含みます。
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 ３．会計共通

　１．勘定科目保守

子科目が事業活動区分＝「教育」と「特別」に分割される場合（特別寄付金収入、補助金収入、現物寄付）

分割科目を追加する際、Ｐ３－１０、Ｐ３－１１の手順で追加しますが、科目追加後に以下の処理が必要です。

例）補助金収入を追加した場合

追加した分割科目が2415：集計科目、2416：子科目（教育）、2417：子科目（施設・特別）の場合

2417も「教育」に表示されるように初期設定されるので、「特別」に表示されるように、内部コードを

変更する必要があります。

2417：子科目（施設・特別）は、事業活動収支計算書の「特別収支」の4402：施設設備補助金に集計させたい。

つまり、4402：施設設備補助金の細分科目2412と2422の間に、2417：国庫補助金２（施設整備）を入れたい。

①【総勘定】で、2417の内部コードを変更（440-0-11-2　⇒　495-0-25-15）し、[更新]を押下します。

②【事業活動】及び【活動区分】にて、2417の内部コードを確認します。

4402：施設設備補助金の細分科目2412と2422の間に、
2417が表示されるようになります。

事業活動収支計算書上の科目名称を
変更する必要がある場合は、入力する。

活動区分資金収支計算書上の科目名称を
変更する必要がある場合は、入力する。
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 ３．会計共通

　１．勘定科目保守

集計科目の追加手順１

集計科目を手動で追加する場合の手順です。

（例）833：施設設備引当特定資産と835：体育館建設引当特定資産の集計科目として

　　　8330：第２号基本金引当特定資産を追加したい。

①【総勘定】にて、メニューバーの〈操作⇒行挿入〉で行を挿入し、集計科目を追加します。

②内部コードを調整し、親子関係を設定します。

③【資金収支】にて収入・支出ともに、メニューバーの〈操作⇒行挿入〉により、行を追加し、

　親子関係になるように、内部コードを調整します。
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 ３．会計共通

　１．勘定科目保守

集計科目の追加手順２

④【勘定科目詳細登録】にて

　【総勘定】で親科目、子科目全ての「デフォルト」にチェックを入れ、[更新]を押下します。

　【資金収支】の収入と支出も同様に、親科目、子科目全ての「デフォルト」チェックを入れ、

　　[更新]を押下します。

⑤【勘定科目体系登録】の【活動区分】にて、内部コードが親子関係になっているかを確認します。

⑥【勘定科目体系登録】の【(旧)総勘定】、【(旧)資金収支】にて、内部コードを確認します。

◆決算書(旧)を、今まで通り子科目を出力して確認したい場合は、
　親科目の内部コードを空欄にします。（初期値）

◆決算書(旧)を、(新)と同じように集計科目で確認したい場合は、
　親科目と子科目の内部コードを親子関係になるように設定します。

⑦【勘定科目入出力制御情報登録】にて、仕訳入力、予算入力のチェックや帳票への出力方法を
　 確認します。
◆帳票出力では、追加科目が表示される全ての帳票（総勘定帳票、資金収支帳票）を

　確認してください。
◆(新)(旧)に分かれているものもありますのでご注意ください。
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 ３．会計共通

　１．勘定科目保守

２）勘定科目詳細登録
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　２．勘定科目詳細登録  ]

この画面では、科目の使用有無、明細有無、属性（科目の性質）の設定をします。

【総勘定】【資金収支借方】【資金収支貸方】【資金収支】の４つのタブに分かれています。

ａ）【総勘定】
総勘定科目の詳細を登録します。

大分類（資産、負債、基本金、消費収入等）を選択し、並び順を「大科目」にチェックをつけて[検索]を押下すると、

決算書の並び（大科目順）で勘定科目が表示されます。

① デフォルト ②～⑩を変更すると自動的にチェックがつきます。

更新完了後にチェックがはずれます。

【勘定科目入出力制御情報登録】で編集した内容が初期化されます。

ご注意ください。

② 使用 使用する科目にチェックをつけます。

③ 明細使用 明細を設定する場合にチェックをつけます。

④ 貸借残 科目毎に残高基準を貸借どちらにもたせるかを設定します。

D（借方ベース）：資産および消費支出

C（貸方ベース）：負債および基本金、消費収入

⑤ チェック 帳票を出力する際に、残高を貸借どちらをベースに計上して表示させるかを設定します。

納付金軽減科目のように収入科目にマイナス表示する場合等は④⑤のベースが異なります。

⑥ 属性 属性を設定することで、特化した帳票の出力ができます。（Ｐ３－１７参照）

⑦ 統一大科目 システム内部の大科目です。

⑧ 年繰 年次繰越する科目にはチェックをつけます。

導入時に該当科目にはチェックをつけています。

⑨ 償却資産 償却資産にはチェックをつけます。

⑩ 名称訂正 【勘定科目詳細登録】で名称変更できる科目にチェックをつけています。（大科目以外）

項目名 説明

⑧～⑩を表示させるにはスクロールが必要です。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
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 ３．会計共通

　１．勘定科目保守

２）勘定科目詳細登録　続き１
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　２．勘定科目詳細登録  ]

ｂ）【資金収支借方】　ｃ）【資金収支貸方】
資金収支科目の詳細を登録します。

【資金収支借方】【資金収支貸方】は【総勘定】で検索した科目のリンク先を表示させます。

リンク先が貸借で別科目の場合（385：預り金収入、885：預り金支出等）は、画面の切替だけで

詳細登録できるので便利です。

資金収支科目の詳細項目についてはP３－１８を参照してください。

【総勘定】

例）「385　預り金」を使用する

【総勘定】で該当の科目を表示し、

使用のチェックをつけます。

【資金収支借方】

【資金収支貸方】

属性について
属性は全部で３１種類あり、全ての科目に初期設定をしています。この属性により、帳票出力対象を

制御している場合もございますので、変更の際はシティアスコムまでご連絡ください。

借方科目の使用の有無

貸方科目の使用の有無
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 ３．会計共通

　１．勘定科目保守

２）勘定科目詳細登録　続き２
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　２．勘定科目詳細登録  ]

ｄ）【資金収支】
資金収支科目の詳細を登録します。

大分類（収入、支出、支払資金、その他）を選択し、並び順を「大科目」にチェックをつけて[検索]を押下すると、

決算書の並び（大科目順）で勘定科目が表示されます。

① デフォルト ②～⑧を変更すると自動的にチェックがつきます。

更新完了後にチェックがはずれます。

※【勘定科目入出力制御情報登録】で編集した内容が初期化されます。

② 使用 使用する科目にチェックをつけます。

③ 貸借残 科目毎に残高基準を貸借どちらにもたせるかを設定します。

D（借方ベース）：支出および支払資金

C（貸方ベース）：収入

④ チェック 帳票を出力する際に、残高を貸借どちらをベースに計上して表示させるかを設定します。

納付金軽減科目のように収入科目にマイナス表示する場合等は③④のベースが異なります。

⑤ 業者仕訳 業者支払予定仕訳入力で使用する科目であれば該当する方にチェックをつけます。

D：経費科目など（預り金収入等の収入科目を貸方で使用する場合もＤにチェック）

C：支払資金科目

無：業者支払で使用しない

⑥ 統一大科目 システム内部の大科目です。

⑦ 年繰 年次繰越する科目にはチェックをつけます。

導入時に該当科目にはチェックをつけています。

⑧ 補助金 仕訳で補助金区分を管理したい科目にはチェックをつけています。

項目名 説明

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
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 ３．会計共通

　１．勘定科目保守

勘定科目設定内容の確認方法
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　３．科目別明細別入力条件一覧表  ]

勘定科目の設定状況や、科目の追加・訂正後の確認には【科目別明細別入力条件一覧表】が便利です。

帳票確認後、内容の変更が必要でしたら、下記のメニューより操作してください。

正式名称/略名称 § [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　１．勘定科目登録  ]

Ｐ４－１

貸借 § [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　２．勘定科目詳細登録  ]

（総勘定）Ｐ３－１６　　（資金収支）Ｐ３－１８

属性 § [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　２．勘定科目詳細登録  ]

（総勘定）Ｐ３－１６　　（資金収支）Ｐ３－１８

業者 § [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　２．勘定科目詳細登録  ]

（資金収支）Ｐ３－１８

明細 § [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　２．勘定科目詳細登録  ]

（総勘定）Ｐ３－１６

按分基準（部門） § [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　７．按分基準入力条件登録  ]

Ｐ４－１３

按分基準（科目） § [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　７．按分基準入力条件登録  ]

Ｐ４－１４

仕訳入力

（総勘定）Ｐ３－２１　　（資金収支）Ｐ３－２３

予算入力

（総勘定）Ｐ３－２０　　（資金収支）Ｐ３－２３

決算書出力

（総勘定）Ｐ３－２２　　（資金収支）Ｐ３－２４

項目名

§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　３．勘定科目入出力制御情報登録  ]

§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　３．勘定科目入出力制御情報登録  ]

§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　３．勘定科目入出力制御情報登録  ]

（上段）メニュー　　　　（下段）マニュアル記載ページ

内部コードを選択すると決算書の
表示順になります。

大科目など仕訳入力しない科目も表示させたい場合は、
仕訳入力可の科目のみ印刷するのチェックをはずします。
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 ３．会計共通

　１．勘定科目保守

３）勘定科目入出力制御情報登録
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　３．勘定科目入出力制御情報登録  ]

この画面では、勘定科目の入力可否や帳票毎の入出力の制御を設定します。

【総勘定入力】【総勘定仕訳】【総勘定出力】【総勘定帳票】【資金収支入力】【資金収支帳票】の

６つのタブに分かれています。

ａ）【総勘定入力】
総勘定科目の入力に関する詳細設定をします。

大分類（資産、負債、基本金、消費収入等）を選択し、並び順を「大科目」にチェックをつけて[検索]を押下します。

決算書の並び（大科目順）で勘定科目が表示されます。「総勘定」の場合は、コード順に表示されます。

① 予算入力 事業活動収支予算を入力する科目にチェックをつけます。

（大科目や集計科目は集計先なのでチェック不要）

② 予算表示 【事業活動(消費)収支予算入力】に表示させる科目にチェックをつけます。

③ 予算入力明細表示 事業活動収支予算を科目明細レベルで金額入力する場合にチェックをつけます。

④ 明細ロック 仕訳入力時に明細がある場合は、明細を必須入力にする場合にチェックをつけます。

（資金収支、総勘定共通）

⑤ 消費税ロック 仕訳入力時に消費税パターンを必須入力にする場合にチェックをつけます。

項目名 説明

① ②③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

① ② ③ ④ ⑤
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 ３．会計共通

　１．勘定科目保守

３）勘定科目入出力制御情報登録　続き１
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　３．勘定科目入出力制御情報登録  ]

ｂ）【総勘定仕訳】
総勘定仕訳の各仕訳種類で使用できる科目を設定します。

チェックがついている所のみ仕訳で使用できます。

ｃ）【総勘定出力】
総勘定仕訳において徴収不能引当金に計上する科目（未収入金や長期貸付金等）を設定します。

「０」以外の数字を入力してください。

スクロールすると仕訳種類８～９９を表示できます。

上段：仕訳種類
下段：Ｄ（借方） Ｃ（貸方）
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 ３．会計共通

　１．勘定科目保守

３）勘定科目入出力制御情報登録　続き２
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　３．勘定科目入出力制御情報登録  ]

ｄ）【総勘定帳票】
この画面では帳票7種類について集計方法、出力方法、明細表示の有無、表示階層を設定します。

事業活動収支計算書は事業活動収支予算書も含みます。（内訳表も同様）

① 集計対象 帳票に金額を計上する場合はYを選択します。

② 出力方法 帳票に科目を出力させるかどうかを選択します。

Y･･･残高が0円でも必ず表示する。

X･･･残高があれば表示する。

N･･･残高があっても表示しない。

③ 明細出力 常に明細レベルで出力したい場合はチェックをつけます。

④ 出力階層 帳票の科目名称の印字階層を指定します。

基本的に大科目が“１”、中科目が“２”、小科目が“３”となります。

出力方法をNにするケースについて

「その他の受取利息・配当金収入」のように、通常の仕訳は「その他の利息収入」「その他の配当金収入」を

使用する場合、上記のような設定にすると、決算書上は合算されて｢その他の受取利息・配当金収入｣として

１行で表示できます。

項目名 説明

対象帳票は11種類です

10：財産目録
11：試算表
12：日計表
1021：事業活動収支計算書
1022：事業活動収支内訳表
1031：貸借対照表
1032：固定資産明細表
4：消費収支計算書(旧)
5：消費収支内訳表(旧)
6：貸借対照表(旧)
7：固定資産明細表(旧)

① ② ③ ④

←帳票出力

仕訳入力
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 ３．会計共通

　１．勘定科目保守

３）勘定科目入出力制御情報登録　続き３
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　３．勘定科目入出力制御情報登録  ]

ｅ）【資金収支入力】
資金収支の入力に関する詳細設定をします。

チェックがついている項目のみ仕訳や予算で使用できます。

① 仕訳入力 資金収支仕訳を入力する科目にチェックをつけます。

（大科目や集計科目は集計先なのでチェック不要）

② 予算入力 資金収支予算を入力する科目にチェックをつけます。

（大科目や集計科目は集計先なのでチェック不要）

③ 人件費予算入力 人件費の予算を入力する科目にチェックをつけます。

④ 予算表示 【資金収支仕訳入力】に表示させる科目にチェックをつけます。

⑤ 人件費予算表示 資金収支予算書の人件費欄に表示させる科目にチェックをつけます。

⑥ 予算入力明細表示 資金収支予算を明細レベルで金額入力する場合にチェックをつけます。

⑦ Ｋ目ロック 仕訳入力時にＫ目を必須入力にする場合にチェックをつけます。

⑧ Ｍ目ロック 仕訳入力時にＭ目を必須入力にする場合にチェックをつけます。

⑨ 消費税ロック 仕訳入力時に消費税パターンを必須入力にする場合にチェックをつけます。

項目名 説明

スクロールすると⑦～⑨を表示できます

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑧ ⑨⑦
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 ３．会計共通

　１．勘定科目保守

３）勘定科目入出力制御情報登録　続き４
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　３．勘定科目入出力制御情報登録  ]

ｆ）【資金収支帳票】
この画面では帳票１２種類について集計方法、出力方法、明細表示の有無、表示階層を設定します。

資金収支計算書は資金収支予算書も含みます。（内訳表も同様）

① 集計対象 帳票に金額を計上する場合はYを選択します。

② 出力方法 帳票に科目を出力させるかどうかを選択します。

Y･･･残高が0円でも必ず表示する。

X･･･残高があれば表示する。

N･･･残高があっても表示しない。

③ 明細出力 常に明細レベルで出力したい場合はチェックをつけます。

④ 出力階層 帳票の科目名称の印字階層を指定します。

導入時は、大科目が“1”、中科目が“2”、小科目が“3”または“4”と

なっています。

４）勘定科目詳細情報リスト
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　３．勘定科目保守　⇒　４．勘定科目詳細情報リスト  ]

１）～３）のメニューの設定内容を印刷できます。

項目名 説明

対象帳票は１２種類です。
13：月計表

14：累計表
15：日計表
16：月計予実表
1011：資金収支計算書
1012：資金収支内訳表
1013：人件費支出内訳表
1014：活動区分資金収支計算書
1015：活動区分資金収支内訳表
1：資金収支計算書(旧)
2：資金収支内訳表(旧)
3：人件費支出内訳表(旧)

① ② ③ ④
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 ３．会計共通

　２．決裁欄テーブル登録

§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　６．決裁欄テーブル登録 ]

伝票や一部の帳票に印字させる決裁欄の名称を登録できます。

① 連番 コードを採番します。（半角数字２桁以内）

② 表示名 決裁欄に表示させる名称を登録します。

③ 表示順 決裁欄に表示させる順番を登録します。

④ 状態 「使用」か「未使用」を選択します。

決裁欄の列数を変更する方法
§ [ １．システム情報　⇒　６．環境設定　⇒　１．パラメータ設定 ]

【パラメータ設定（会計設定）】の｢決裁欄拡張」より、5列か10列かを選択できます。

　　※帳票毎の設定はできません。

項目名 説明

①

②

③

④

対象帳票は９種類です。

伝 票 例）
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 ３．会計共通

　３．仕訳入力情報登録

§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　７．仕訳入力情報登録 ]

仕訳入力関連情報および伝票番号採番の詳細について設定します。

【仕訳入力情報登録】【自動採番グループ登録】【最終伝票番号訂正】の３つのタブに分かれています。

ａ）【仕訳入力情報登録】

① 伝票種類 「資金収支」「総勘定」「業者」から伝票の種類を選択します。

② 伝票番号設定 伝票番号の採番方法を選択します。

自動採番の場合、「月別」「年間」を選択します。

また、自動採番の単位は【法人情報登録】の

（§ [ １．システム情報　⇒　２．法人情報登録 ]）

伝票自動採番にて、「部門」「オペレータID」の

いずれかを選択します。

「マニュアル」の場合、「重複チェック」を

するかどうかを選択します。

③ 部門固定 1行目に選択した部門コードを2行目以降に自動表示させるかどうかを選択します。

④ 部門スキップ ③で「する」を選択した場合、カーソルを部門に止まらないようにするかどうかを

選択します。

⑤ 部門貸借固定 借方で入力した部門コードを貸方へ自動表記させるかどうかを選択します。

⑥ 部門貸借スキップ ⑤で「する」を選択した場合、カーソルを貸方部門に止まらないようにするかどうかを

選択します。

⑦ 仕訳金額固定 借方で入力した金額を貸方へ自動表記させるかどうかを選択します。

⑧ 仕訳金額スキップ ⑦で「する」を選択した場合、カーソルを貸方金額に止まらないようにするかどうかを

選択します。

項目名 説明

参考

①

②

③

⑤

⑦

⑨

④

⑥

⑧

⑩

⑬
（次ページ参照）

⑫
⑪
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 ３．会計共通

　３．仕訳入力情報登録

ａ）【仕訳入力情報登録】　続き１
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　７．仕訳入力情報登録 ]

⑨ 摘要コード 摘要コードを入力後、続けて摘要名を入力できるかどうかを選択します。

自動手入力

⑩ 業者スキップ 業者コードまたは業者名称の入力を省略できます。

⑪ 貸方金額自動計算 「する」を選択すると借方の仕訳を入力するたびに貸方金額が自動更新されます。

※①が業者の時のみ

⑫ 業者コード ⑩で「しない」を選択した場合、

自動手入力 業者コードを入力後、続けて業者名を入力できるかどうかを選択します。

⑬ 仕訳取込情報 【仕訳取込情報設定】を表示します。

【仕訳取込情報設定】

§ [ ２．会計　⇒　５．会計取込・抽出　⇒　３．仕訳データ取込・抽出  ⇒　１．仕訳データ取込]

仕訳レイアウトパターンNo.を設定するには

メニューバー＜操作⇒行の追加＞を選択します。

仕訳に関するレイアウトは全部で3種類ありますので、

該当するものを選択してください。

仕訳レイアウトパターンNo.に設定がない場合は、

常に3種類とも【仕訳データ取込】画面で選択できます。

項目名 説明

仕訳データを取込む際に、「摘要」「業者」のマスタ存在
チェックをかける場合にチェックをつけます。

「仕訳レイアウトパターンNo.」にレイアウトを設定すると、
【仕訳データ取込】の出力フォームの内容が限定されます。

参考
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 ３．会計共通

　３．仕訳入力情報登録

ａ）【仕訳入力情報登録】　続き２
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　７．仕訳入力情報登録 ]

例１）

２行目が表示されると同時に、１行目と同じ部門が表示されます。2行目はＫ目からカーソルが止まります。

例２）

借方部門を入力すると自動的に貸方部門に同じ部門が表示されます。貸方はＫ目からカーソルが止まります。

例３）

借方に金額を入力すると貸方に同額が自動表記されます。貸方金額はスキップされ２行目にカーソルが止まります。

例４）

業者仕訳のみ

借方に入力した金額が、貸方１行目の金額に自動的に集計されます。

参考
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 ３．会計共通

　３．仕訳入力情報登録

ｂ）【自動採番グループ登録】
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　７．仕訳入力情報登録 ]

① 伝票種類 「資金収支」「総勘定」「業者」から伝票を選択します。

※それぞれで設定が必須です。

② 自動採番グループ 自動採番グループにコードと名称を登録します。

③ 開始伝票Ｎｏ. ①で選択した仕訳に対する伝票開始Ｎｏ.をグループ毎に設定します。

④ 終了伝票Ｎｏ. ①で選択した仕訳に対する伝票終了Ｎｏ.をグループ毎に設定します。

⑤ 採番先伝票種類 複数の伝票種類と共通で伝票番号を採番したい場合にチェックをつけます。

⑥ 表示順 【オペレータ登録】画面（または【部門登録】画面）に表示する順番を登録します。

⑦ 状態 「使用」か「未使用」を選択します。

項目名 説明

①

②
③ ④

⑥

⑦
⑤

参考
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 ３．会計共通

　３．仕訳入力情報登録

ｃ）【最終伝票番号訂正】
§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　７．仕訳入力情報登録 ]

① 伝票種類 「資金収支」「総勘定」「業者」から伝票を選択します。

② 最終伝票Ｎｏ. 仕訳入力画面から採番された伝票番号の最終番号が表示されています。

（採番簿のＮｏ.）

③ 現在最終伝票Ｎｏ. 自動採番グループによって採番された最終伝票番号が表示されています。

（実際に入力されている仕訳伝票の中で一番大きなＮｏ.）

④ 表示順 画面上の表示順を設定します。

⑤ 状態 「使用」か「未使用」を選択します。

「最終伝票Ｎｏ.」と「現在最終伝票Ｎｏ.」の違いについて

「最終伝票Ｎｏ.」と「現在最終伝票Ｎｏ.」は基本的に同じ番号が表示されているはずですが、

伝票を削除してしまった場合に番号にずれが生じます。

例） この例は、伝票番号1000まで仕訳入力したが、
998～1000を削除したためずれが生じた状態になっています。

伝票の採番自体は「最終伝票Ｎｏ.」に＋１したものが採番されます。
よって上記の場合、次の伝票番号は1001となります。

項目名 説明

①

②
④

③

⑤

最終伝票Ｎｏ. 1000
現在最終伝票Ｎｏ. 997

参考
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 ３．会計共通

　４．年次関連情報

§ [ ２．会計　⇒　１．会計共通　⇒　８．年次関連情報登録 ]

仕訳入力部門以外の部門で残高を繰越する設定を行います。

どの部門に繰越すのか事前に繰越用の部門集計パターンの設定が必要です。

この例の場合、通常仕訳は学科単位。

期首残高は学部に集計されます。

期末残高

211　文学専攻 １００円

212　文学研究科 １００円

翌年度期首残高

210　文学部 ２００円

① タブの種類 総勘定【通常科目】･･･資産・負債、基本金の繰越部門を設定します。

総勘定【前年度繰越消費収支超過額】

･･･前年度繰越消費収入超過額、消費支出超過額の繰越部門を設定します。

資金収支【通常科目】･･･支払資金の繰越部門を設定します。

資金収支【前年度繰越支払資金】･･･前年度繰越支払資金の繰越部門を設定します。

② 「標準」/「指定」 「標準」･･･入力部門単位で残高を繰越します。

「指定」･･･入力部門以外で残高を繰越す場合に選択します。

③ 部門集計パターン ②で「指定」を選択した場合、部門集計パターンを選択します。

④ 繰越部門コード 左側の入力部門に対して繰越先を選択します。

⑤ 強制実行 年次更新時に不可のエラーがあっても無視する場合は、「する」を選択します。

項目名 説明

①

②
③

④

⑤

集計パターン登録画面の入力コードが、
年次繰越設定画面の入力コードに表示されます。

参考
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 ３．会計共通

　４．年次関連情報　

実際の年次関連情報設定の例を３つ紹介します。

部門が右表のような構成を例に説明します。 G実 F実

100 法人 Y Y

300 短大 Y

310 A学科 Y

320 B学科 Y

390 短大共通 Y

400 高校 Y Y

900 全共通 Y Y

例１） 【年次関連情報登録】にて　４種類とも「標準」を選択している場合

残高ファイル

総勘定【通常科目】 上記全部門にて残高発生（資金収支発生分が総勘定へ連動するため）　→　繰越　

総勘定【前年度繰越消費収支超過額】上記全部門にて残高発生（資金収支発生分が総勘定へ連動するため）　→　繰越　

資金収支【通常科目】 100、310、320、390、400、900にて残高発生　→　繰越

資金収支【前年度繰越支払資金】 100、310、320、390、400、900にて残高発生　→　繰越

例2） 【年次関連情報登録】にて　以下のように指定したい場合

総勘定の２種類　　・・・100、300（300～390の繰越を300で集計して繰越）、400、900で繰越

資金収支の２種類　・・・100、310（310～390の繰越を310で集計して繰越）、400、900で繰越

繰越指定する部門は、総勘定はG実＝Y、資金収支はF実＝Yの部門にすること！

（期首残高設定画面で修正できるのは、総勘定はG実＝Y、資金収支はF実＝Yの部門です。）

手順①【部門登録】【パターン名称】タブにて

99：年次更新用（優先フラグなし）を追加

手順②【部門登録】【内部コード】タブにて

99：年次更新用の入力コードを追加（一般的に集計パターン=1学校単位を複写すると簡単）

入力コード 略名称 内部ⅠⅡⅢⅣ

100 法人 10-0-0-0

300 短大 30-0-0-0

400 高校 40-0-0-0

900 全共通 90-0-0-0

手順③【部門登録】【集計パターン】タブにて

99：年次更新用の入力コードを設定（入力コード未設定の部門がないようにすること）

部門 入力コード

100 100

300 300

310 300

320 300

390 300

400 400

900 900
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 ３．会計共通

　４．年次関連情報

手順④【年次関連情報登録】にて、４種類それぞれで「指定」を選択

総勘定【通常科目】【前年度繰越消費収支超過額】の２種類とも

・・・　「指定」　部門集計パターン「99：年次更新用」

入力コード 繰越部門コード

100 100

300 300

400 400

900 900

資金収支【通常科目】【前年度繰越支払資金】の２種類とも

・・・　「指定」　部門集計パターン「99：年次更新用」

入力コード 繰越部門コード

100 100

300 310

400 400

900 900

手順⑤ 翌年度でログオンし、残高累積（4月　期首残高の再セットにチェック）を実行

手順⑥ 試算表と月計表にて確認

・翌年度４月の試算表（前月末残高欄の資産の部～負債部基本金部及消費収支差額部合計）と

　当年度3月決算５の試算表（当月末残高欄の資産の部～負債部基本金部及消費収支差額部合計）を

　比較し同額になっていることを確認

・翌年度４月の月計表（前月末残高欄の前年度繰越支払資金）と

　当年度3月決算５の月計表（当月末残高欄の次年度繰越支払資金）を比較し

　同額になっていることを確認

例3） 当年度末で高校が閉校するので、400高校の繰越残を短大に集計させたい場合

総勘定の２種類　　・・・100、300（300～400の繰越を300で集計して繰越）、900で繰越

資金収支の２種類　・・・100、310（310～400の繰越を310で集計して繰越）、900で繰越

繰越指定する部門は、総勘定はG実＝Y、資金収支はF実＝Yの部門にすること！

（期首残高設定画面で修正できるのは、総勘定はG実＝Y、資金収支はF実＝Yの部門です。）

当年度の年次関連情報登録を変更します。

翌年度の年次関連情報登録は、特に要望がなければ「標準」で構いません。

「指定」であれば、閉鎖された部門がない状態での設定に変更する必要があります。

手順①【部門登録】【パターン名称】タブ

《当年度のみ》

99：H○年年次更新用（優先フラグなし）を追加

手順②【部門登録】【内部コード】タブ

《当年度のみ》

99：H○年年次更新用の入力コードを追加（一般的に集計パターン=1学校単位を複写後訂正すると簡単）

入力コード 略名称 内部ⅠⅡⅢⅣ

100 法人 10-0-0-0

300 短大 30-0-0-0

900 全共通 90-0-0-0
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 ３．会計共通

　４．年次関連情報　

手順③【部門登録】【集計パターン】タブ

《当年度のみ》

99：H○年年次更新用の入力コードを設定（入力コード未設定の部門がないようにすること）

部門 入力コード

100 100

300 300

310 300

320 300

390 300

400 300

900 900

手順④【年次関連情報登録】にて、４種類それぞれで「指定」を選択

《当年度のみ》

総勘定【通常科目】【前年度繰越消費収支超過額】の２種類とも

・・・　「指定」　部門集計パターン「99：H○年年次更新用」

入力コード 繰越部門ｺｰﾄﾞ

100 100

300 300

900 900

《当年度のみ》

資金収支【通常科目】【前年度繰越支払資金】の２種類とも

・・・　「指定」　部門集計パターン「99：H○年年次更新用」

入力コード 繰越部門ｺｰﾄﾞ

100 100

300 310

900 900

手順⑤ 翌年度でログオンし、残高累積（4月　期首残高の再セットにチェック）を実行

手順⑥ 試算表と月計表にて確認

・翌年度４月の試算表（前月末残高欄の資産の部～負債部基本金部及消費収支差額部合計）と

　当年度3月決算５の試算表（当月末残高欄の資産の部～負債部基本金部及消費収支差額部合計）を

　比較し同額になっていることを確認

・翌年度４月の月計表（前月末残高欄の前年度繰越支払資金）と

　当年度3月決算５の月計表（当月末残高欄の次年度繰越支払資金）を比較し

　同額になっていることを確認

手順⑦ 翌年度の部門登録で、400高校を削除（集計パターン、内部コード、基本の順）

※詳細は、部門削除の手順を参照
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 ４．会計マスタ登録

　１．勘定科目登録

勘定科目登録のメニューでは、勘定科目の設定、名称変更、科目明細の設定等を行います。

【勘定科目登録】【科目明細登録】の２つのタブによって分かれています。

１）勘定科目登録
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　１．勘定科目登録  ]

“任意科目”として設定されている科目の名称を変更し、仕訳や予算の入力ができる状態にします。

科目明細を使用する場合は、「明細使用」にチェックをつけます。

① 科目順/内部コード順 勘定科目の並び順を指定します。

　科目順･･･勘定科目が科目コードの昇順で表示されます。

　内部コード順･･･勘定科目が決算書の並び順で表示されます。

② 科目明細のみ ｢明細使用｣にチェックがあり、【科目明細登録】(Ｐ４－３)で

明細が登録できる科目のみが表示されます。

よって金融資産、借入金、前受金等は表示されません。

③ 明細使用のみ

表示されます。②にチェックをつけると選択可能になります。

④ 正式名称 勘定科目の正式名称です。決算書などに表示される名称です。(全角16文字)

科目追加の際は“任意科目”という名称を上書き入力します。

⑤ 略名称 勘定科目の略名称です。仕訳入力画面に表示される名称です。(全角６文字)

科目追加の際は“任意科目”という名称を上書き入力します。

⑥ カナ 勘定科目の検索用のカナ名称です。(半角4文字)

⑦ 科目使用 チェックをつけると仕訳入力や予算登録ができるようになります。

⑧ 明細使用 科目明細を使用する場合にチェックをつけます。

項目名

勘定科目の｢属性＝科目明細など｣で、⑧の明細使用にチェックがついている科目のみ

説明

①

②

④

科目によっては、
総勘定
資金収支(借)
資金収支(貸)
３科目が連動します。全て設定が必要です。

③

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
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　１．勘定科目登録

１）勘定科目登録　続き

（名称変更する科目例） （名称変更しない科目例）

⑨ 事業活動/活動区分 【事業活動収支計算書】【活動区分資金収支計算書】それぞれの帳票上で計上される

区分が表示されます。

変更が必要な場合は【勘定科目詳細登録】画面(Ｐ3-2、Ｐ3-3)で変更できます。

⑩ 新決算書名称 【事業活動収支計算書】【活動区分資金収支計算書】に表示する科目名称を

登録します。未入力の場合は、④正式名称を参照します。

勘定科目マスタリスト印刷
メニューバー〈印刷⇒勘定科目マスタリスト〉

【勘定科目マスタ登録】で登録した内容は

マスタリストで確認できます。

CSV出力すると、【活動区分資金収支計算書】【事業活動収支計算書】に表示される科目名称を

確認できます。

項目名 説明

⑨
⑩

正式名称に(教育)等の区分名まで登録している場合には
こちらの画面で決算書名称を登録します。
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 ４．会計マスタ登録

　１．勘定科目登録　

２）科目明細登録
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　１．勘定科目登録  ]

科目明細を登録します。

補助活動明細・金融資産明細・借入金明細は別メニューになりますので、ご注意ください。

① 処理レベル 科目明細の階層は２階層までです。追加・訂正する明細の階層を選択します。

② 明細Ⅰ/Ⅱ 明細コードを入力します。(半角数字４桁以内)

③ 正式名称 科目明細の正式名称です。(全角１０文字)

④ 略名称 科目明細の略名称です。仕訳入力画面に表示される名称です。(全角６文字)

⑤ 摘要記入 ｢する｣にチェックをつけると仕訳入力の際に明細を使用した場合に、

その明細名称が仕訳摘要欄に表示されます。

⑥ 貸借残 明細毎に残高基準を借方と貸方のどちらにもたせるか選択します。

⑦ 総勘定名称/ 決算書や予算書に、科目明細まで表示する場合の表示名称を入力します。

　資金収支名称 ※科目明細まで表示させるには【勘定科目入出力制御情報登録】が必要です。

⑧ 状態 新規登録時は「使用」を選択します。

項目名 説明

①

②

⑦

[勘定科目登録]
より、明細を
追加したい科目
にカーソルを
あててから、
画面を切替えます。

③ ④ ⑤ ⑥

⑧

未払金の明細を追加･削除する際は【未払計上用科目ﾃｰﾌﾞﾙ登録】(P6-7)の明細も
ご確認ください。設定されている場合は変更が必要な場合があります。
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 ４．会計マスタ登録

　２．補助活動明細登録

補助活動に関する明細を登録します。（「属性＝補助活動」になっている科目が対象）

補助活動収入・支出の明細は共通となりますが、明細毎に貸借残を設定しますので収支計算書が作成できます。

（設定例） 明細Ⅰ 明細Ⅱ

①さくら寮 ①入寮費

⑪人件費

⑫消耗品費

§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　２．補助活動明細登録  ]

① 処理レベル 補助活動明細の階層は２階層までです。追加・訂正する明細の階層を選択します。

② 明細Ⅰ/Ⅱ 明細コードを入力します。(半角数字４桁以内)

明細Ⅱの明細コードは、収入に関する明細と支出に関する明細でルールを

決めて採番することをお勧めします。(収入は１～、支出は１１～等)

③ 正式名称 補助活動明細の正式名称です。(全角１０文字)

④ 略名称 補助活動明細の略名称です。仕訳入力画面に表示される名称です。(全角６文字)

⑤ 摘要記入 ｢する｣にチェックをつけると仕訳入力の際に明細を使用した場合に、

その明細名称が仕訳摘要欄に表示されます。

⑥ 貸借残 明細毎に残高基準を借方貸方のどちらにもたせるか設定します。

借方：支出に関する明細　　貸方：収入に関する明細

⑦ 状態 新規登録時は「使用」を選択します。

項目名 説明

①

②

⑦

③
④
⑤ ⑥
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 ４．会計マスタ登録

　３．純額順位登録

純額をする科目の設定を行います。

収入と支出を相殺して表示したい場合や、減価償却する科目には設定が必要です。

§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　４．純額順位登録  ]

① 資金収支/総勘定 資金収支･･･資金収支計算書(予算書)で純額表示する場合に設定します。

総勘定･･･事業活動収支計算書(予算書)、貸借対照表に純額表示する場合に設定します。

② リンクNo リンクＮｏを設定します。（半角数字４桁以内）

③ 貸借 ⑤で登録する科目の貸借残を選択します。

借方：資産、支出科目 貸方：減価償却累計額、収入科目

④ 枝番 同一リンクＮｏの中で、貸借区分別に発生額を集計します。

⑤ 科目/明細 純額設定する科目を設定します。

明細を使用している場合は明細レベルでも設定が必要です。

⑥ 優先フラグ 期首残高･･･主に資産科目の場合にチェックをつけます。

発生額･･･相殺した残高で表示したい科目の場合にチェックをつけます。

　　　　  収入と支出の金額が多い方で表示する場合は両方にチェックをつけます。

⑦ 年次繰越 クリア･･･収入科目や支出科目等はクリアを選択します。

繰越･･･減価償却する資産科目と減価償却累計額には繰越を選択します。

純額繰越･･･純額した金額を繰越する場合に選択します。

項目名 説明

①

②

⑥

同一リンクＮｏの中で残高を
相殺します。

リンクＮｏ672の例では、
「建物」「建物減価償却累計額」
を相殺した金額（＝簿価）を
貸借対照表へ表示しています。

③ ④ ⑤

⑦
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 ４．会計マスタ登録

　３．純額順位登録　

純額順位登録の具体例はこちらです。

補助活動収支などの純額をする場合（資金収支計算書と消費収支計算書の両方に純額表示する）は、

資金収支と総勘定それぞれで設定が必要です。

●補助活動収入・支出（資金収支・総勘定の両方に同じ内容で設定）

例１）収入・支出の金額が多い方で相殺表示する場合（資金収支・総勘定の両方に設定）

リンク№ 貸借 枝番 科目 明細Ⅰ 明細Ⅱ 期首残 発生額 年次繰越

271 借方 0 651：補助活動支出 0 0 Y クリア

271 貸方 0 271：補助活動収入 0 0 Y クリア

例２）相殺し、収入科目で表示する場合（資金収支・総勘定の両方に設定）

リンク№ 貸借 枝番 科目 明細Ⅰ 明細Ⅱ 期首残 発生額 年次繰越

271 借方 0 651：補助活動支出 0 0 クリア

271 貸方 0 271：補助活動収入 0 0 Y クリア

●資産・負債科目の収入・支出（資金収支のみ設定）

例１）収入・支出の金額が多い方で相殺表示する場合（資金収支のみ設定）

リンク№ 貸借 枝番 科目 明細Ⅰ 明細Ⅱ 期首残 発生額 年次繰越

385 借方 0 885：預り金支出 0 0 Y クリア

385 貸方 0 385：預り金収入 0 0 Y クリア

例２）相殺し、収入科目で表示する場合（資金収支のみ設定）

リンク№ 貸借 枝番 科目 明細Ⅰ 明細Ⅱ 期首残 発生額 年次繰越

385 借方 0 885：預り金支出 0 0 クリア

385 貸方 0 385：預り金収入 0 0 Y クリア

●減価償却する資産（総勘定のみ設定）

例１）減価償却する資産の場合

リンク№ 貸借 枝番 科目 明細Ⅰ 明細Ⅱ 期首残 発生額 年次繰越

672 借方 0 672：建物 0 0 Y Y 繰越

672 貸方 0 972：建物減累 0 0 繰越

例２）減価償却する資産を集計表示している場合

672：建物と673：建物附属を集計して、6721：建物　で表示（内部コード注意）

972：建物減累と973：建物附属減累を集計して、9721：建物減累　で表示（内部コード注意）

リンク№ 貸借 枝番 科目 明細Ⅰ 明細Ⅱ 期首残 発生額 年次繰越

672 借方 0 672：建物 0 0 Y Y 繰越

672 貸方 0 972：建物減累 0 0 繰越

673 借方 0 673：建物附属 0 0 Ｙ Ｙ 繰越

673 貸方 0 973：建物附属減累 0 0 繰越

優先フラグ

優先フラグ

優先フラグ

優先フラグ

優先フラグ

優先フラグ
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 ４．会計マスタ登録

　３．純額順位登録　

●繰り越さない他部門勘定の収入・支出（資金収支・総勘定の両方に同じ内容で設定）

例１）収入・支出の金額が多い方で相殺表示する場合（資金収支・総勘定の両方に設定）

リンク№ 貸借 枝番 科目 明細Ⅰ 明細Ⅱ 期首残 発生額 年次繰越

917 借方 0 927：他部門からの繰入金支出 0 0 Y クリア

917 貸方 0 917：他部門からの繰入金収入 0 0 Y クリア

●繰り越す他部門勘定の収入・支出

例１）他部門貸付金を　収入・支出の金額が多い方で相殺表示する場合（資金収支のみ設定）

リンク№ 貸借 枝番 科目 明細Ⅰ 明細Ⅱ 期首残 発生額 年次繰越

924 借方 0 924：他部門貸付金支出 0 0 Y クリア

924 貸方 0 914：他部門貸付金収入 0 0 Y クリア

例２）他部門借入金を　収入・支出の金額が多い方で相殺表示する場合（資金収支のみ設定）

リンク№ 貸借 枝番 科目 明細Ⅰ 明細Ⅱ 期首残 発生額 年次繰越

911 借方 0 921：他部門借入金支出 0 0 Y クリア

911 貸方 0 911：他部門借入金収入 0 0 Y クリア

例３）他部門借入金・貸付金を　金額が多い方で相殺表示する場合（総勘定のみ設定）

リンク№ 貸借 枝番 科目 明細Ⅰ 明細Ⅱ 期首残 発生額 年次繰越

924 借方 0 924：他部門貸付金 0 0 Ｙ Y 繰越

924 貸方 0 911：他部門借入金 0 0 Ｙ Y 繰越

優先フラグ

優先フラグ

優先フラグ

優先フラグ
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 ４．会計マスタ登録

　４．部門按分基準登録

部門按分の設定を行います。

按分基準・按分基準値・按分先に変更がある場合は訂正が必要です。

また、固定資産システムの減価償却費の部門按分もこのメニューから登録します。

§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　５．部門按分基準登録  ]

① 共通部門 按分設定を行う共通部門を入力します。

② 按分基準 按分基準を選択しますが、あらかじめ【按分基準名称登録】が必要です。

１つの共通部門に対して複数の按分基準の登録が可能です。

③ 按分部門 按分先の部門を入力します。

④ 基準値 ③の部門へ按分するための基準値を登録します。

比率でも実数でもかまいません。

部門按分基準名称の登録方法

メニューバー〈マスタメンテ⇒部門按分基準名称登録〉

画面切替を行い、右のように

按分基準・正式名称・略名称を

登録します。

項目名 説明

①

同じ「大学共通」で
按分基準が２種類登録。

②
③
④
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 ４．会計マスタ登録

　５．科目按分基準登録

科目按分の設定を行います。

【按分順位登録】と【按分基準登録】の２つのタブに分かれています。

１）按分順位登録
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　６．科目按分基準登録  ]

共通経費科目の“按分先科目(教育経費科目または管理経費科目)”を登録します。

① 科目　/　明細Ⅰ～Ⅱ 共通経費科目を入力します。

明細を使用している場合は、明細レベルまで入力してください。

② 順位 ［教育(経費)］か［管理(経費)］を選択します。

③ 科目　/　明細Ⅰ～Ⅱ 按分先の経費科目を入力します。

②が｢教育｣であれば教育経費科目を入力します。

明細を使用している場合は、明細レベルまで入力が可能です。

科目按分基準名称の登録方法

メニューバー〈マスタメンテ⇒科目按分基準名称登録〉

按分基準・正式名称・略名称を

登録します。

項目名 説明

① ②

③
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 ４．会計マスタ登録

　５．科目按分基準登録　

２）按分基準登録
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　６．科目按分基準登録  ]

部門毎に教育経費と管理経費の“按分基準値”を設定します。

① 按分基準 按分基準を選択します。

② 部門 按分基準値は部門毎に設定しますので、部門を入力します。

③ 教育/管理 教育と管理の按分基準値を登録します。０も入力可能です。

按分基準値は比率でも実数でもかまいません。

複合按分のイメージと登録画面の関連図 ･･･設定画面

･･･按分基準値
■資金収支仕訳

（部門）　　　　　　　　　　　（科目）　　　　　　　　　　（金額）１０，０００円

２，０００円 ０円

２，０００円

４，０００円 ３，０００円

１，０００円

４，０００円 ２，５００円

１，５００円

項目名 説明

① ②

③

法人

高校

教消耗品

中学

教消耗品

教消耗品

管消耗品

管消耗品

管消耗品

(

科
目)

按
分
基
準
登
録

全共通 科消耗品

(科目)按分順位登録

部
門
按
分
基
準
登
録

１

０

対

１

３

対

１

５

対

３

①まずは
部門按分

②部門按分先で
科目按分します

２

２
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 ４．会計マスタ登録

　５．科目按分基準登録　

3）按分基準登録２
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　６．科目按分基準登録  ]

教育と管理の按分先科目を同時に登録できます。

「按分順位登録」「按分順位登録２」のどちらで登録しても、登録される内容は変わりません。

※３つ以上の科目に按分する場合は、按分順位登録で登録してください。

① 共通科目 共通科目を入力します。

明細を使用している場合は、明細レベルまで入力してください。

② 按分先　教育 按分先の教育科目を入力します。

明細を使用している場合は、明細レベルまで入力が可能です。

③ 按分先　管理 按分先の管理科目を入力します。

明細を使用している場合は、明細レベルまで入力が可能です。

項目名 説明

①

②

③
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 ４．会計マスタ登録

　６．按分基準入力条件登録

共通部門・共通科目に対して按分基準を初期値設定します。

【部門】【科目】【明細】の３つのタブに分かれています。

１）部門
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　７．按分基準入力条件登録  ]

共通部門に対して、按分基準を設定します。

① 共通部門 共通部門を選択します。

② 按分基準 該当する基準を選択します。部門按分基準登録画面で基準値を確認できます。(P4-9)

◆按分基準の優先順位は、「部門」　<　「科目」　<　「明細」　となります。

マスタメンテで画面切替

按分基準入力条件を登録中に按分基準値を確認したい場合は、マスタメンテより画面を切替えると便利です。

項目名 説明

①

②
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 ４．会計マスタ登録

　６．按分基準入力条件登録　

２）科目
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　７．按分基準入力条件登録  ]

科目単位で、部門按分基準・科目按分基準を設定します。

① 部門ｺｰﾄﾞ 経費科目の按分基準が全部門で同一の場合に“０(全部門)”を選択します。

② 部門按分基準 部門コードが“０”の場合に選択でき、特定の科目に対して按分基準を設定できます。

③ 科目按分基準 科目按分基準を選択します。

（按分設定例Ⅰ：部門按分基準が勘定科目によって異なる場合）
科目

① 【部門】タブで、共通部門に対して“学生数比”を登録。

② 【科目】タブで、部門コードを「0（全共通）」にして検索。

該当の勘定科目にカーソルを合わせ、部門按分基準に“帰属収入比”を選択して登録。

（按分設定例Ⅱ：科目按分基準が部門によって異なる場合）
科目

① 【科目】タブで、部門コード｢０(全部門)｣に対して“学生教職員数”を登録。

② 【科目】タブで、部門コード｢法人｣に対して“教職員数”を別途登録。

または、

① 【科目】タブで、部門コードを個別に指定して科目按分基準を登録。

学生教職員数

学生教職員数

部門

中学

高校

部門 部門按分基準

共通部門 帰属収入比

共通部門

説明項目名

学生数比

法人７11：共消耗品

科目按分基準

教職員数

255：その他の受取利息収入

その他の科目

①

② ③
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 ４．会計マスタ登録

　６．按分基準入力条件登録

３）明細
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　７．按分基準入力条件登録  ]

明細単位で部門按分基準・科目按分基準を設定します。

説明

① 明細種類 科目明細・補助活動明細・借入金明細(長期・短期)から該当するものを選択します。

② 部門コード/総勘定 ①で｢科目明細｣を選択すると部門コードと総勘定コードが選択可能です。

それ以外を選択した場合は、部門コード｢０(全部門)｣に固定され、

明細のみの選択となります。

③ 部門按分基準 部門コードが“０”の場合に選択でき、特定の科目に対して按分基準を設定できます。

④ 科目按分基準 科目按分基準を選択します。

期中に発生した仕訳に按分基準を適用させるには

按分基準の変更（面積按分から人数按分へ変更　等）をした場合は、以下の処理が必要です。

① バックアップ（会計　データのみ）

② マスタ整合処理

・ 「仕訳データ関連チェック」にチェック

・ 「按分基準デフォルト再セット」にチェック

＊パラメータ設定で「仕訳入力で按分基準を変更」を無効に設定している学校様は表示されません。

　伝票月を指定して実行

③ 残高累積

伝票月を指定して実行

◆按分処理は期中の伝票残高のみです。貸借対照表の前年度末（当年度期首）残高の金額は按分しません。

項目名

①

②

③

④
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 ４．会計マスタ登録

　７．部門別科目別入力条件登録

部門毎・科目毎に入力可否を設定します。

現金預金は法人本部で管理するような運用の学校様では、拠点に対して現金預金科目にチェックを

つけておくと仕訳入力ミスを防ぐことができます。

§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　８．部門別科目別入力条件登録  ]

① 資金収支/総勘定 資金収支･･･資金収支仕訳に対して設定します。

総勘定･･･総勘定仕訳に対して設定します。

② 科目順/内部コード 勘定科目の並び順を指定します。

　科目順･･･勘定科目が科目コードの昇順で表示されます。

　内部コード･･･勘定科目が決算書の並び順で表示されます。

③ 入力欄 入力を禁止する項目にチェックをつけます。

④ 全体 部門や科目毎に、一括でチェックのつけ外しもできます。

科目明細毎に入力可否を設定するには・・・

①該当科目にチェックをつけます。

②画面を切替えます。

メニューバー〈マスタメンテ⇒部門別科目明細別入力条件登録〉

項目名 説明

①
②

③

③該当する箇所に
チェックをつけます。

④
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 ４．会計マスタ登録

　８．補助金区分登録

補助金区分を登録します。

§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　９．補助金区分登録  ]

① 補助金コード コードを入力します。(半角数字３桁以内)

② 正式名称 補助金区分の名称を登録します。(全角１０文字)

③ 略名称 補助金区分の略名称を登録します。(全角6文字)

④ 属性 「一般」か「特別」を選択します。

補助金区分について

補助金のほとんどを占めているのが経常費補助金であり、その内容は｢一般補助｣｢特別補助｣に分けられます。

TOMASの補助金区分で分けて管理する内容がこれにあたります。

以下が経常費補助金の概要です。

経常費補助金とは
対象：私立大学等が教育研究に要する経常的経費　

（1）　一般補助の内容

専任教員等給与費、非常勤教員給与費、研究旅費、教育研究経常費、厚生補導費

（2）　特別補助の内容

高度化推進特別経費、情報化推進特別経費、国際交流特別経費、生涯学習推進特別経費など

項目名 説明

①
②
③
④

４－１７ TOMAS-PS／ＥＸ２会計



 ４．会計マスタ登録

　９．部門別補助金区分登録

仕訳入力時に補助金区分の初期値を表示させるための設定を行います。

部門毎・科目毎に設定します。

§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　１０．部門別補助金区分登録  ]

① 共通 共通で設定した補助金区分は、全部門の初期値として利用できます。

② 各部門 各部門毎で補助金区分が異なる場合は、部門ごとに設定します。

◆「共通」　<　「各部門設定」　となりますので、上記の例(511：教消耗品費)だと「文学専攻」の場合は

　初期値が“対象外”、その他の部門では“教育研究経常”が初期値となります。

補助金区分一括登録方法

項目名 説明

①

①～③の区分毎に
該当項目を一括登録
できます

①

②
③

選択

②
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 ４．会計マスタ登録

　１０．摘要登録

仕訳入力画面で使用する摘要を登録します。

【摘要登録】【連想摘要登録】の２つのタブに分かれています。

１）摘要登録
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　１１．摘要登録  ]

全ての科目について使用できる摘要を登録します。

【目的予算執行伺登録】の“品名”ガイダンスの内容も、摘要登録の内容が表示されています。

① 摘要コード コードを入力します。(半角数字４桁以内)

② 名称 摘要内容を登録します。(全角２０文字)

③ 検索用カナ 検索用のカナ名称を登録します。(半角４文字)

項目名 説明

①
②
③
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 ４．会計マスタ登録

　１０．摘要登録　

２）連想摘要登録
§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　１１．摘要登録  ]

連想摘要登録を行うことで、勘定科目毎に使用できる摘要マスタを限定することができます。

① 種類 摘要マスタの使用を限定させる種類が４種類あります。

借方：借方に特定の科目を入力した場合に限定

貸方：貸方に特定の科目を入力した場合に限定

借又は貸：貸借どちらかに特定の科目を入力した場合に限定

貸借固定：事前に設定した貸借の科目の組み合わせを入力した場合に限定

② レコードNo コードを入力します。（半角数字４桁以内）

③ 借方 ①で「借方」「借又は貸」「貸借固定」を選択した場合に該当科目を登録します。

④ 貸方 ①で「貸方」「貸借固定」を選択した場合に該当科目を登録します。

⑤ 摘要 P4-19で登録した摘要マスタから該当する摘要を選択します。

連想摘要登録をすることにより、

仕訳入力時に摘要をガイダンスから探す手間を

省くことができます。

上例だと摘要ガイダンス表示は１つになります。

項目名 説明

①
②
③
④
⑤
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 ４．会計マスタ登録

　１１．目的別予算入力条件登録

部門毎に目的予算区分の入力可否を設定します。

「部門」「科目」の２つのタブに分かれています。

§ [ ２．会計　⇒　４．会計マスタ登録　⇒　１２．目的別入力条件登録  ]

１）部門
入力を認める部門にチェックをつけます。（M目は部署別予算を購入された学校様のみ有効です）

２）科目
M目の入力可否を勘定科目毎に設定することができます。

一括でチェックをつける
こともできます。
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 ５．金融資産・借入金

　１．金融機関・支店登録

金融機関・支店を登録します。

｢金融機関登録｣｢金融機関支店登録｣の２つのタブによって分かれています。

１）金融機関登録
§ [ ２．会計　⇒　６．金融資産・借入金　⇒　６．金融機関・支店登録  ]

金融機関と全銀協以外の金融機関（借入金の借入先）を登録します。

（借入先の登録例）

（全銀協の金融機関登録例）

①

②

⑨

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑩ ⑪ ⑫ ⑬
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 ５．金融資産・借入金

　１．金融機関・支店登録

１）金融機関登録　続き1
§ [ ２．会計　⇒　６．金融資産・借入金　⇒　６．金融機関・支店登録  ]

① 全銀協 全銀協の金融機関を追加訂正する場合にはチェックをつけます。

② 金融機関 全銀協の場合は全銀協コードを、それ以外は任意のコードを入力します。

（半角数字４桁以内）

③ 正式名称 正式名称を入力します。（全角11文字）

④ 略名称 略名称を入力します。（全角4文字）

⑤ カナ名称 検索用のカナ名称を入力します。（半角ｶﾅ15文字）

⑥ 親機関 親機関がある場合は、その全銀協コードを入力します。

手数料の計算をする場合に親銀行とは同一行他店扱いになります。

⑦ 借入金 借入先の機関の場合はチェックをつけます。

⑧ 機関区分 借入先の機関の場合に登録します。

借入金明細表の表示位置を「公的」「市中」「その他」から選択します。

⑨ 長期/短期 借入先の機関の場合に登録します。

長期借入金の借入先か短期借入金の借入先か該当するものにチェックをつけます。

⑩ 出力区分 借入先の機関の場合に登録します。

合計：同一金融機関で借入が複数ある場合、合計して表記します。

　　　摘要の内容は[金融機関登録]で登録した内容が表示されます。

明細：同一金融機関で借入が複数ある場合、１筆毎に摘要を表記します。

　　　摘要の内容は[借入金個別登録]で登録した内容が表示されます。

⑪ レベル 借入先の機関で、出力区分が明細の場合に設定します。

借入金の明細を表示させる単位（借入金明細の階層）を入力します。

⑫ 摘要 借入先の機関で、出力区分が合計の場合に設定します。

上下段とも全角１２文字まで入力できます。

⑬ 出力順 出力順を入力します。

出力順が０の場合、【借入金個別登録】の金融機関ｶﾞｲﾀﾞﾝｽに表示されません。

最新の金融機関・支店については、データを取込むことで最新にすることができます。
詳細は『TOMAS-PS/EX2　会計システム　金融機関・支店ｺｰﾄﾞ　最新化操作手順書』を

ご覧ください。

項目名 説明
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 ５．金融資産・借入金

　１．金融機関・支店登録　

２）金融機関支店登録
§ [ ２．会計　⇒　６．金融資産・借入金　⇒　６．金融機関・支店登録  ]

支店の登録を行います。

① 支店 全銀協コードを入力します。

② 正式名称 正式名称を入力します。（全角11文字）

③ 略名称 略名称を入力します。（全角4文字）

④ カナ名称 検索用のカナ名称を入力します。（半角ｶﾅ15文字）

⑤ 手数料ﾃｰﾌﾞﾙ 業者への総合振込データを作成する際に、手数料ﾃｰﾌﾞﾙを振込元口座に設定する

場合は、その金融機関支店に手数料ﾃｰﾌﾞﾙを設定します。

手数料が業者負担の場合と学校負担の場合とそれぞれ選択します。

業者毎に手数料ﾃｰﾌﾞﾙを設定する場合は、この項目の設定は不要です。

手数料ﾃｰﾌﾞﾙを追加・訂正する手順はＰ６－２をご覧ください。

項目名 説明

① ② ③ ④

⑤
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 ５．金融資産・借入金

　２．金融資産区分登録

金融資産の区分（普通預金や有価証券　等）を登録します。

『金融資産科目別残高一覧表』には同一科目内で金融資産区分毎に計が表示されます。

§ [ ２．会計　⇒　６．金融資産・借入金　⇒　７．金融資産区分登録  ]

① 区分コード 金融資産区分コードを入力します。

② 全銀協科目 全銀協科目を選択します。預金以外のものは「其他」を選択します。

③ 正式名称 正式名称を入力します。（全角10文字）

④ 略名称 略名称を入力します。（全角４文字）

⑤ 満期日管理する チェックをつけると【金融資産個別登録】で満期日を入力できます。

⑥ 自動脚注･有価証券 有価証券の種類を選択します。貸借対照表の有価証券の時価情報に係る注記の種類

種類 に反映します。債券・株式・投資信託・貸付信託・その他から選択します。

注記に反映させない場合は、選択しません。

項目名 説明

①

②
③
④
⑤

満期日管理をすることにより、
満期日が帳票に反映します

⑥
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 ５．金融資産・借入金

　３．金融資産個別登録

金融資産科目の金融機関ｺｰﾄﾞ等の詳細情報や金融資産明細を登録します。

このメニューで個別登録することにより、『金融資産科目別残高一覧表』等の帳票に科目が反映されます。

※勘定科目登録を実施したときに、金融資産個別登録マスタが未登録の場合は、自動作成されます。

§ [ ２．会計　⇒　６．金融資産・借入金　⇒　８．金融資産個別登録  ]

① 処理レベル 処理レベルを選択します。

② 総勘定 【勘定科目登録】で登録した総勘定科目コードを入力します。

③ 明細Ⅰ ①の処理レベルが明細だった場合、任意で明細コードを入力します。

(半角数字４桁以内)

④ 正式名称 正式名称を入力します。（全角10文字）

⑤ 略名称 略名称を入力します。（全角４文字）

⑥ 金融資産区分 該当の金融資産区分を選択します。金融資産区分登録の自動脚注・有価証券種類により、

貸借対照表の注記に反映します。 Ｐ５－４⑥

⑦ 全銀協の金融機関にはチェックをつけ、金融機関/支店を登録します。

⑧ 摘要記入 仕訳の摘要欄に略名称を表示させたい場合はチェックをつけます。

⑨ 担保有無 担保対象資産として登録する場合にチェックをつけます。

⑩ 財産区分 財産目録に反映させる際の区分を選択します。

⑪ ⑥で選択した区分が満期管理する場合、任意で管理ができます。

⑫ 満期保有目的 該当するものにチェックをつけます。

第４号基本金 ｢満期保有目的｣は有価証券の時価情報に係る貸借対照表の注記へ、｢第4号基本金｣は

第4号基本金相当の資金を有していない場合の貸借対照表の注記へ反映します。

項目名 説明

全銀協/金融機関
/支店

満期日管理/満期日
/予定利回/利払周期

①

②

⑨ ⑩

④ ⑤ ⑥③

⑦

⑪ ⑫

⑧
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 ５．金融資産・借入金

　４．借入金個別登録

借入金一筆ごとの明細を登録します。

仕訳では借入金収入、借入金返済支出、利息支出、長期借入金から短期借入金への振替の時に指定します。

§ [ ２．会計　⇒　６．金融資産・借入金　⇒　９．借入金個別登録  ]

① 長期/短期 長期借入金か短期借入金か選択します。

② 処理レベル 処理レベルを選択します。

③ 明細Ⅰ 借入金明細コードを入力します。（半角数字４桁以内）

同一科目内で重複しなければ任意でコードを指定できます。

④ 正式名称 正式名称を入力します。（全角10文字）

⑤ 略名称 略名称を入力します。（全角6文字）

⑥ 摘要 借入金明細表の摘要を入力します。（全角12文字）

借入先の金融機関の出力区分が「明細」の場合は必ず登録してください。

⑦ 全銀協/金融機関 全銀協の金融機関の場合にはチェックをつけ、金融機関を登録します。

私学共済などの全銀協以外の機関の場合は直接金融機関を選択します。

⑧ 利率 借入金の利率を入力します。

⑨ 返済期限有 返済管理を行う場合にチェックをつけます。

⑩ 返済期限 返済管理を行う場合に返済期限を入力します。

⑪ 摘要記入 仕訳の摘要欄に略名称を表示させたい場合にチェックをつけます。

項目名 説明

① ②

③

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

④ ⑤ ⑥
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 ６．業者支払管理

　１．業者登録

業者の振込先口座などを設定します。

初めて業者マスタを登録する場合は、事前に【振込手数料ﾃｰﾌﾞﾙ登録】(P６－２)が必要です。

§ [ ２．会計　⇒　７．業者支払　⇒　１２．業者管理ﾏｽﾀ登録　⇒　１．業者登録  ]

① 業者コード コードを入力します。（半角数字６桁以内）

② 業者名称 業者名称を入力します。(全角１３文字)

③ 口座名義人名称 振込先口座名義人名称（漢字）を入力します。（全角１３文字）

④ カナ名称 振込先口座名義人名称（半角ｶﾅ）を入力します。（半角３０文字）

⑤ 検索カナ 検索用カナ名称（半角４文字）を登録します。

⑥ 金融機関 振込先口座の金融機関情報を登録します。

⑦ 全銀協科目/口座番号 該当の全銀協科目および口座番号を入力します。

⑧ 定時支払日 定時支払日を登録します。

⑨ 手数料負担 手数料負担を「業者」「学校」から選択します。

⑩ 振込方法 振込方法を「文書」「電信」から選択します。FBで振込の場合は｢電信｣を選択。

⑪ 手数料 あらかじめ登録した手数料テーブルから該当するものを選択します。

【金融機関・支店登録】で手数料の設定をしている場合は不要です。

⑫ 振込依頼者摘要 振込依頼者の摘要を登録します。

⑬ 固定資産併用 固定資産システムで会計の業者を使用する場合にチェックします。

⑭ 担当者名/TEL/住所 担当者名や電話番号、住所を登録します。⑬にチェックした場合のみ有効。

項目名 説明

① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑨ ⑩ ⑪

⑫ ⑬ ⑭

⑧
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 ６．業者支払管理

　２．振込手数料ﾃｰﾌﾞﾙ登録

業者への振込時に発生する手数料を登録します。

複数パターンの手数料を登録することができます。

§ [ ２．会計　⇒　７．業者支払　⇒　１２．業者管理ﾏｽﾀ登録　⇒　２．振込手数料ﾃｰﾌﾞﾙ登録  ]

① テーブルNo. コードを入力します。（半角数字２桁以内）

② テーブル名称 テーブル名称を入力します。

新規登録の場合、 を押下します。

『更新を行います。よろしいですか？』

というメッセージが出ますので[はい]を選択します。

③ 情報一覧 振込金額ごとの手数料金額を入力します。

入力する欄は[操作]⇒[行挿入]で追加できます。

下限値を入力すると、自動的に前行の上限値が表示されます。

上の画面ｺﾋﾟｰのように、30,000円を境に手数料が変わる場合、

２行目に"30,000"と入力すると、自動的に１行目に"29,999"と表示されます。

項目名 説明

① ②

③
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 ６．業者支払管理

　３．総合振込ﾌﾛｯﾋﾟｰﾏｽﾀ登録

業者への振込データを作成する際のデータファイル名称を登録します。

§ [ ２．会計　⇒　７．業者支払　⇒　１２．業者管理ﾏｽﾀ登録　⇒　３．総合振込ﾌﾛｯﾋﾟｰﾏｽﾀ登録  ]

① フロッピーNo. コードﾞを入力します。（半角数字２桁以内）

② フロッピー名称 フロッピー名称を入力します。

画面でフロッピーを選択する際にガイダンスに表示される名称になります。

③ ファイル名称 データファイル名称を入力します。

④ ドライブ 総合振込データが保存されるドライブを入力します。

項目名 説明

①
②
③
④
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 ６．業者支払管理

　４．総合振込依頼人ﾏｽﾀ登録

総合振込依頼人に関する詳細設定(学校の振込元口座)を行います。

§ [ ２．会計　⇒　７．業者支払　⇒　１２．業者管理ﾏｽﾀ登録　⇒　４．総合振込依頼人ﾏｽﾀ登録  ]

① 支払科目 振込元口座にあたる勘定科目コードﾞを入力します。

② 明細Ⅰ/Ⅱ ①の金融資産科目に明細がある場合に選択します。

③ 依頼人コード 依頼人コードを入力します。（半角数字１０桁以内）

④ 依頼人名称 依頼人名称を入力します。（全角２０文字）

⑤ 依頼人ｶﾅ名称 依頼人ｶﾅ名称を入力します。（半角４０文字）

(依頼書用)

⑥ 依頼人ｶﾅ名称 依頼人ｶﾅ名称を入力します。（半角４０文字）

(フロッピー用)

⑦ 口座番号 口座番号を入力します。

⑧ 電話番号 電話番号を入力します。

⑨ フロッピー Ｐ６－３で登録したマスタから選択します。

項目名 説明

①
③
④

⑦

②

⑤ ⑥

⑧ ⑨
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 ６．業者支払管理

　５．支払部署登録

業者への振込データを作成するグループ（部署）を登録します。

業者への振込手数料は、支払部署毎に計算されます。

§ [ ２．会計　⇒　７．業者支払　⇒　１２．業者管理ﾏｽﾀ登録　⇒　５．支払部署登録  ]

① 部署ｺｰﾄﾞ 部署コードﾞを入力します。（半角数字４桁以内）

② 正式名称 支払部署の名称を入力します。（全角１０文字）

③ 略名称 支払部署の略名称を入力します。（全角５文字）

⑤ 依頼人名称 依頼人名称を入力します。（全角２０文字）

(依頼書用) 未入力の場合は、総合振込依頼人マスタ登録で設定した内容を参照します。

⑥ 依頼人ｶﾅ名称 依頼人ｶﾅ名称を入力します。（半角４０文字）

(依頼書用) 未入力の場合は、総合振込依頼人マスタ登録で設定した内容を参照します。

項目名 説明

①
②

④

⑤

③
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 ６．業者支払管理

　６．業者仕訳パターンマスタ登録

業者支払予定仕訳を入力する際に選択する業者仕訳パターンを登録します。

§ [ ２．会計　⇒　７．業者支払　⇒　１２．業者管理ﾏｽﾀ登録　⇒　６．業者仕訳パターンマスタ登録  ]

① パターンＮＯ． パターンＮＯ．を入力します。（半角数字４桁以内）

② 名称 パターン名称を入力します。（全角１０文字）

③ 支払区分 支払区分を選択します。｢総合振込｣を選択すると総合振込データを作成できます。

④ 部署 支払部署を選択します。Ｐ６－５で設定したマスタから選択します。

⑤ 支払科目 支払科目を入力します。

⑥ 明細Ⅰ/Ⅱ 支払科目に明細がある場合に入力します。

項目名 説明

①

③
④
⑤
⑥

②
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 ６．業者支払管理

　７．未払計上用科目テーブル登録

業者支払予定仕訳を未払として資金収支仕訳へ書き込む際の勘定科目の設定を行います。

§ [ ２．会計　⇒　７．業者支払　⇒　１２．業者管理ﾏｽﾀ登録　⇒　８．未払計上用科目登録  ]

① 部門 部門によって未払計上科目が異なる場合は部門毎に設定します。

部門ｺｰﾄﾞ“０”にすると全部門に対して設定が可能です。

② 変換種類 「期中」「期末」それぞれ設定します。（毎月未払計上する場合は「期中」も設定）

③ 支払科目/明細 業者支払管理で利用する支払科目を入力します。明細があれば明細まで設定します。

④ 未払計上用科目 活動区分毎に未払計上用の勘定科目を設定します。(通常は｢期末未払金｣)

⑤ 支払実行用科目 活動区分毎に支払実行用の勘定科目を設定します。

②が「期中」のとき、通常は「期末未払金」

②が「期末」のとき、通常は「前期末未払金支払支出」

自動分割機能について

新会計基準適用年度でこの画面を開くと、前年度まで使用していたマスタが空欄で非表示になっていますので、

この状態で、自動分割ボタンを押下してください。既存データを分割後の科目に変換して表示します。

変換後は、このボタンは自動的に消去されます。

この処理は、新会計基準適用年度の未払計上及び、支払実行前に必ず行ってください。

項目名 説明

③

④

⑤

①

②
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 ６．業者支払管理

　８．業者権限登録

オペレータＩＤ毎に目的別予算執行伺登録で使用できる業者を限定します。

※「業者権限使用」する状態の学校様のみ画面から操作が可能です。

[システム情報]⇒[環境設定]⇒[ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定]（会計のタブ）

§ [ ２．会計　⇒　７．業者支払　⇒　１２．業者管理ﾏｽﾀ登録　⇒　９．業者権限登録  ]

業者権限情報一覧 オペレータＩＤ登録されている内容が表示されます。

① オペレータＩＤ 左表にｶｰｿﾙがあたっているオペレータＩＤが表示されます。

② オペレータ名称 オペレータ名称が自動表示されます。

③ 権限 ①②のオペレータＩＤに対して使用を許可する業者にチェックをつけます。

⑤ 全業者に権限を付与 全業者に対して一括でチェックをつけます。

該当の業者に権限のあるオペレータＩＤが、該当の業者を使用している執行伺登録を参照可能です。

業者権限は、目的別予算執行伺登録でのみ有効です。仕訳入力では、関係ありません。

項目名 説明

①
②

③ ④
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 ６．業者支払管理

　9．口座登録例

業者への振込元口座を新しく登録する例を紹介します。

手順① 【勘定科目登録】で科目の追加をします。(P4-1)

手順② 【金融資産個別登録】で金融資産としての科目を設定します。(P5-5)

手順③ 【振込手数料ﾃｰﾌﾞﾙ登録】でその金融機関に対しての振込手数料ﾃｰﾌﾞﾙを追加をします。(P6-2)

（既に登録している手数料ﾃｰﾌﾞﾙと同額であれば設定不要）

手順④ 【業者登録】または【金融機関・支店登録】に手数料テーブルを設定します。(P6-1,　P5-3)

手順⑤ 【総合振込ﾌﾛｯﾋﾟｰﾏｽﾀ登録】で振込データを作成する際のﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ名称を追加をします。(P6-3)

手順⑥ 【総合振込依頼人ﾏｽﾀ登録】で総合振込口座として登録します。(P6-4)

手順②で設定した科目

手順⑤で設定したﾌﾛｯﾋﾟｰﾏｽﾀ
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 ６．業者支払管理

　9．口座登録例

手順⑦ 【業者仕訳パターンマスタ登録】で業者仕訳パターンの追加をします。(P６－６)

手順⑧ 【未払計上用科目テーブル登録】で未払計上・支払実行で使用する科目の設定をします。(P６－７)

手順②で設定した科目

「総合振込」を選択

手順②で設定した科目
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 ７．決算

　１．科目別チェックリスト制御マスタ登録

TOMASでは、仕訳（資金収支および総勘定）により資金収支残高および総勘定残高に反映されるような

科目体系であり、必ず計算書類の科目毎の整合性がとれています。

しかし、計算書類を手書きで作成している頃は、【科目別チェックリスト】を基に、計算書類の科目毎の

整合性の確認をしていました。その頃の名残でTOMASでも【科目別チェックリスト】の機能があります。

【科目別チェックリスト制御マスタ登録】は、属性や科目コード（GLFLｺｰﾄﾞ）で設定します。

科目コードの採番の仕方や属性を変更した場合には、設定変更する必要があります。

§ [ ２．会計　⇒　10．決算　⇒　１２．科目別ﾁｪｯｸﾘｽﾄ制御ﾏｽﾀ登録  ]

これらのマスタの帳票への反映する場所がこちらです。

設定変更が必要にもかかわらず、画面から入力できない場合はシティアスコムまでご連絡ください。

①

②（枝）

③(D) ④④ ③(C)⑤～⑭ ⑤～⑭

②（行）

① ⑤ ⑦⑧⑨⑩⑪⑫ ⑬ ⑭⑥② ③ ④

Ｆ４キー押下で
ガイダンス表示
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 ７．決算

　１．科目別チェックリスト制御マスタ登録

§ [ ２．会計　⇒　10．決算　⇒　１２．科目別ﾁｪｯｸﾘｽﾄ制御ﾏｽﾀ登録  ]

① 科目 計算書類の科目です。｢1.現金預金｣～｢19.消費収支差額｣まで設定されています。

② 枝/行 サブコード（枝）と行Ｎｏを指定します。サブコードは3種類あります。

　｢１：純額方式｣｢２：総額方式｣｢３：引当方式｣

③ 貸借 貸借区分です。

④ 名称 帳票の表示名称です。

⑤ 計算１ 計算パタンを指定します。計算パタンは４種類あります。

　｢０：対象外｣｢１：残高集計｣｢２：自動計算｣｢３：その他｣

⑥ 計算２ ⑤で選択した計算パタンによって内容が変わります。下表を参照してください。

⑦ GF 該当するものを選択します。

　｢Ｇ：総勘定」「Ｆ：資金収支」

⑧ 年度 年度を選択します。年度は２種類あります。

　｢１：本年度」「２：前年度」

⑨ 区分 科目を参照する区分を選択します。区分は３種類あります。

　｢１：ＧＬＦＬｺｰﾄﾞ｣｢２：属性｣｢３：統一大科目｣

⑩ 属性 ⑨の区分が２の場合、属性を選択します。属性の詳細は（Ｐ３－８）参照。

⑪ 貸借 科目毎に残高基準を貸借どちらにもたせるか設定します。

⑫ 大分類 ⑩属性を指定する場合、大分類も指定できます。

⑬ GL/FL ⑨の区分が１の場合、勘定科目の入力します。

科目を○～○と範囲指定、または複数指定することができます。

Ｆ…科目ｺｰﾄﾞ等の下限値を入力します。

Ｔ…科目ｺｰﾄﾞ等の上限値を入力します。

項目リスト…範囲指定できない科目を入力、複数ある場合はカンマで区切ります。

⑭ 統一大科目 ⑨の区分が３の場合、統一大科目を入力します。

統一大科目のｺｰﾄﾞは次頁を参照してください。

※F、T、項目リストの入力方法は⑬GL/FLと同じです。

計算区分２の詳細

計算区分１ 計算区分２

１：残高集計 １：期首残高

２：期末残高 前受金などを明細管理する場合は、

３：発生額 科目の属性を変更しているため、

４：科目Ⅱ未収入金期首 ⑨の区分を２⇒１へ変更し、

５：科目Ⅱ未収入金期末 ⑬で科目の範囲指定が必要です。

６：科目Ⅱ未収入金発生額

７：科目Ⅱ貸付金期首

８：科目Ⅱ貸付金期末 『科目別明細別入力条件一覧表』に、

９：科目Ⅱ貸付金発生額 属性、明細使用の表記があります。

１０：相手科目Ⅱ未収入金 また、【勘定科目詳細登録】で

１１：相手科目Ⅱ貸付金 統一大科目を確認できます。

２：自動計算 １：翌年度繰越消費収支超過額

３：その他 １：基本金未組入額

項目名 説明

参考
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 ７．決算

　１．科目別チェックリスト制御マスタ登録　（続き）

§ [ ２．会計　⇒　10．決算　⇒　１２．科目別ﾁｪｯｸﾘｽﾄ制御ﾏｽﾀ登録  ]

060 資産売却収入 510 基本金組入額合計

120 借入金等収入 610 人件費

130 前受金 620 教育研究経費

140 その他の収入 630 管理経費

150 他部門借入金収入 650 科目按分支出

160 他部門貸付金回収収入 709 予備費流用額

170 他部門繰入金収入 710 予備費

180 資金収入調整勘定 720 当年度消費収入超過額

190 前年度繰越支払資金 730 当年度消費支出超過額

210 人件費 740 前年度消費収入超過額

250 科目按分支出 750 前年度消費支出超過額

270 借入金等返済支出 760 消費支出準備金繰入額

280 施設関係支出 770 消費支出準備金取崩額

290 設備関係支出 780 基本金取崩額

310 資産運用支出 790 他部門繰入金収入

320 その他の支出 800 他部門繰入金支出

330 他部門借入金返済支出 811 有形固定資産

340 他部門貸付金支払支出 812 その他の固定資産

350 他部門繰入金支出 813 減価償却累計額

359 予備費流用額 814 特定資産

360 予備費 830 徴収不能引当金

370 資金支出調整勘定 941 第１号基本金

380 次年度繰越支払資金 942 第２号基本金

381 次年度繰越支払資金 943 第３号基本金

944 第４号基本金

960 翌年度繰越収支差額

970 翌年度消費支出超過額

統一大科目一覧表

資金収支 総勘定
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 ８．財務分析

　１．財務分析情報登録

ＴＯＭＡＳから出力できる財務分析表は、日本私立学校振興・共済事業団の採用する財務比率を利用しています。

このメニューでは、仕訳による資金収支残高および総勘定残高では参照できない要素を部門毎に登録します。

§ [ ２．会計　⇒　１１．財務分析　⇒　２．財務分析情報登録  ]

① 分析要素一覧 分析要素が５種類ありますので、それぞれ登録が必要です。

105：減価償却資産取得価額

119：基本金要組入額

301：学生生徒数

302：本務教員数

303：本務職員数

② 数値 ①で選択した分析要素に対して部門毎の値を入力します。

（帳票イメージ）

項目名 説明

① ②
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 ８．財務分析

　２．財務分析要素登録

ＴＯＭＡＳでは、仕訳（資金収支および総勘定）により資金収支残高および総勘定残高に反映されるような

科目体系であるため、財務分析表においても標準設定で各項目の残高は一致することが普通です。

【財務分析要素登録】も【科目別ﾁｪｯｸﾘｽﾄ】と同様に、属性や科目コード(ＧＬＦＬコード)で設定します。

科目コードの採番の仕方や属性を変更した場合には、設定変更する必要があります。

§ [ ２．会計　⇒　１１．財務分析　⇒　３．財務分析要素登録  ]

① 名称/略称 表示名称と略名称を入力します。※基本的に変更不要

② 計算１ 計算パタンを指定します。計算パタンは４種類あります。

　｢０：対象外｣｢１：残高集計｣｢２：自動計算｣｢３：その他｣

※「その他」の場合は【財務分析情報登録】(Ｐ8-1)で設定が必要です。

③ 計算２ ②で１を選択した場合のみ、計算方法を3種類から選択します。
　｢１：期首残｣｢２：期末残｣｢３：発生額｣

④ ＧＦ 該当するものを選択します。　　｢Ｇ：総勘定」「Ｆ：資金収支」

⑤ 区分 科目を参照する区分を選択します。区分は４種類あります。

　｢１：ＧＬＦＬｺｰﾄﾞ｣｢２：大科目｣｢３：属性｣「４：大分類」

⑥ GL/FL ⑤で「１：GL/FL」を選択した場合のみ、科目コードを設定します。

⑦ 大科目 ⑤で「２：大科目」を選択した場合のみ、大科目を設定します。

⑧ 中科目 ⑤で「２：大科目」を選択した場合のみ、中科目を設定します。

⑨ 属性 ⑤で「３：属性」を選択した場合のみ、属性を設定します。

⑩ 大分類 ⑤で「４：大分類」を選択した場合のみ、大分類を設定します。

⑪ 事・活 事業活動区分・活動区分が必要な内容には既に初期設定されています。

1は教育活動、2は教育活動外と施設整備等、3は特別収支とその他を指します。

設定変更が必要にもかかわらず、画面から入力できない場合はシティアスコムまでご連絡ください。

項目名 説明

Ｆ４キー押下で
ガイダンス表示

参考

②③④⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩① ⑪
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 ９．こんな時どうするの

　１．よくある質問

マスタに関する質問について、お客様からよくある質問を中心にご紹介いたします。

■部門関連

１）新しい学校（学部）ができるので、部門の追加方法を教えてください。

（回答） 学校様の運用によって、追加設定するメニューが異なります。

　　　　 処理手順(Ｐ１－3)に沿って追加してください。

２）学校（学部）が閉鎖するので、削除方法を教えてください。

（回答） 学校様の運用または削除する年度によって、設定するメニューが異なります。

Ｐ１－4（当年度削除）、Ｐ１－5（翌年度削除）処理手順に沿って削除してください。

３）追加した部門で入力ができません。

（回答） ログオンしているオペレータに、新しい部門の権限が設定されていないと考えられます。

【オペレータ登録】(Ｐ２－１7)にある[部門権限選択]の内容を確認してください。

４）キャンパス毎に集計するにはどうしたらいいですか。

（回答） 処理手順(Ｐ１－６)に沿ってキャンパス用の集計パターンを追加設定してください。

■オペレータ関連

１）担当者が異動になったため、オペレータＩＤ権限の変更方法を教えてください。

（回答） 部門権限の場合は、【オペレータ登録】(Ｐ２－１7)より変更してください。

メニューや操作に関する権限の場合は、【権限登録】(Ｐ２－19)より変更してください。

■仕訳入力関連

１）業者支払予定仕訳の貸方で「預り金収入」を使用するにはどうしたらいいですか。

（回答） 【勘定科目詳細登録】で、該当科目に対して業者仕訳のフラグが｢Ｄ｣になっていない

と考えられます。【勘定科目詳細登録】(Ｐ３－１８)のｄ）⑤のチェックを変更してください。

２）総勘定仕訳種類３で「有価証券評価差額」を入力するとエラーになります。

（回答） 総勘定仕訳の仕訳毎のチェックが外れている可能性がありあす。

【勘定科目入出力制御情報登録】(Ｐ３－２1)で、変更したい科目を呼び出し、

仕訳種類番号の欄にチェックをつけてください。
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 ９．こんな時どうするの

　１．よくある質問

■勘定科目・明細関連

１）科目名称を変更するにはどうしたらいいですか。

（回答） 【勘定科目登録】(Ｐ４－１)で名称を変更できます。

　　　　 明細名称の変更については、下記の画面で変更できます。

科目明細の変更 【勘定科目登録】　　　（Ｐ４－２）

補助活動明細の変更 【補助活動明細登録】　（Ｐ４－３）

預金明細の変更 【金融資産個別登録】　（Ｐ５－５）

借入金明細の変更 【借入金個別登録】　　（Ｐ５－６）

２）勘定科目を追加するにはどうしたらいいですか。

（回答） 追加する科目の内容によって手順が異なります。

処理手順(Ｐ１－７)に沿って追加してください。

３）決算書（予算書）の科目の表示位置を変更するにはどうしたらいいですか。

（回答） 科目の内部コードを変更する必要があります。

【勘定科目体系登録】(Ｐ３－２～Ｐ３－３)より、内部コードを変更してください。

総勘定、資金収支のそれぞれで変更してください。

４）人件費内訳表の兼務教員・兼務職員の詳細を表示させるにはどうしたらいいですか。

（回答） 【勘定科目入出力制御情報登録】(Ｐ３－２４)で、帳票NO.3人件費内訳表を選択し、

表示したい科目の出力方法を｢X｣にしてください。

また、出力階層が集計科目と小科目で異なる数字になっているか確認してください。

■金融機関関連

１）金融機関と支店を追加するにはどうしたらいいですか。

（回答） 【金融機関・支店登録】（Ｐ５－１～Ｐ５－３）より登録します。

ホームページより最新の金融機関データをダウンロードして取り込む方法もあります。

■借入金関連

１）借入金明細表の摘要を変更するにはどうしたらいいですか。

（回答） 借入先の金融機関の設定内容によって、摘要登録画面が異なります。

まずは【金融機関・支店登録】（Ｐ５－１～Ｐ５－２）の出力区分の設定を確認してください。

出力区分＝合計の場合、【金融機関・支店登録】の摘要を変更します。

出力区分＝明細の場合、【借入金個別登録】(Ｐ５－６)の摘要を変更します。
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 ９．こんな時どうするの

　２．設定変更画面早見表

■設定変更画面　早見表

◎･･･必須 △･･･必要に応じて設定

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

部門登録 ◎

オペレータ登録 ◎ △

権限登録 △

勘定科目体系登録 ◎

勘定科目詳細登録 △

勘定科目入出力制御情報登録 △

年次関連情報登録 △

マスタ整合 △ △

勘定科目登録 ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎

補助活動明細登録 ◎

純額順位登録 △

部門按分基準登録 ◎ ◎

科目按分基準登録 △ ◎ ◎

按分基準入力条件登録 △ ◎

部門別科目別入力条件登録 △ △

補助金区分登録 ◎

部門別補助金区分登録 △ △ ◎ △

摘要登録

目的別予算入力条件登録 △

金融機関・支店登録

金融資産区分登録

金融資産個別登録 ◎ ◎

借入金個別登録 ◎ ◎

業者登録

振込手数料テーブル登録 △

総合振込ﾌﾛｯﾋﾟｰﾏｽﾀ登録 ◎

総合振込依頼人ﾏｽﾀ登録 ◎

業者仕訳ﾊﾟﾀｰﾝﾏｽﾀ登録 ◎

未払計上用科目ﾃｰﾌﾞﾙ登録 ◎ △
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 ９．こんな時どうするの

　３．科目に関する設定変更

新規に科目コードを採番し設定する場合

既にコード登録されている科目について設定変更する場合

・科目の名称を変更したい 勘定科目登録　ｏｒ　勘定科目体系登録

・事業活動収支計算書・活動区分資金収支計算書での科目名称を設定したい

・未使用科目を　使用へ変更したい 勘定科目登録　ｏｒ　勘定科目詳細登録

・明細を使用したい

・科目の並び順を変更したい 勘定科目体系登録

・科目の属性などを変更したい 勘定科目詳細登録

（属性・統一大科目の設定、年繰・償却資産・補助金区分対象の設定）

・予算入力の際、明細レベルで入力したい

資金収支予算入力の場合 勘定科目入出力制御情報登録（資金収支入力タブ）

事業活動収支予算入力の場合 勘定科目入出力制御情報登録（総勘定入力タブ）

・総勘定仕訳入力の際、消費税パターン省略不可にしたい 勘定科目入出力制御情報登録（総勘定入力タブ）

・資金収支仕訳入力の際、目的予算省略不可、消費税パターン省略不可 勘定科目入出力制御情報登録（資金収支入力タブ）

にしたい

・仕訳入力の際、明細省略不可にしたい 勘定科目入出力制御情報登録（総勘定入力タブ）

・総勘定仕訳入力で、総勘定仕訳種類（1～99）の入力可否を設定したい 勘定科目入出力制御情報登録（総勘定仕訳タブ）

・総勘定仕訳入力で、徴収不能引当金を入力する際の対象科目を設定したい 勘定科目入出力制御情報登録（総勘定出力タブ）

（対象となるのは、未収入金・長期貸付金など）

・総勘定ベースの帳票へ残高0円でも表示させたい、明細レベルで表示したい 勘定科目入出力制御情報登録（総勘定帳票タブ）

（B/S・事業活動収支計算書・試算表など）

・資金収支ベースの帳票へ残高0円でも表示させたい、明細レベルで 勘定科目入出力制御情報登録（資金収支帳票タブ）

表示したい

（資金収支計算書・活動区分資金収支計算書・累計表など）

集計科目について

・集計科目を作成したい

・集計科目がある場合、総勘定ベースの帳票で、子科目まで表示させたい 勘定科目入出力制御情報登録（総勘定帳票タブ）

または、子科目を表示したくない（集計科目のみ表示したい）

（事業活動収支計算書・試算表など）

・集計科目がある場合、資金収支ベースの帳票で、子科目まで表示させたい 勘定科目入出力制御情報登録（資金収支帳票タブ）

または、子科目を表示したくない（集計科目のみ表示したい）

（資金収支計算書・活動区分資金収支計算書・累計表など）

Ｐ３－２２

勘定科目体系登録で集計科目を追加し、内部コードを親
子関係に設定⇒勘定科目詳細登録⇒勘定科目入出力制御
情報登録の順に設定する。

勘定科目体系登録で科目を追加し、勘定科目詳細登録⇒
勘定科目入出力制御情報登録の順に設定する。
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